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▼
今
回
の
特
集
は
検（
健
）診
に

つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
定
期
的
に
検（
健
）診
を
受

け
て
い
ま
す
か
。
私
は
先
月
人

間
ド
ッ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

何
か
重
い
病
気
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
な
い
と
少
し
心
配
で
し

た
が
、
検
査
の
結
果
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
安
心
し

ま
し
た
。
自
分
の
体
の
こ
と
を

知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

楳
田

▼
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す

か
。
現
在
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
な
り
、
う
ち
３
人
に
１
人
が

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
私
は
先
日
大
腸
ポ
リ
ー

プ
を
取
り
ま
し
た
。
結
果
は
良

性
で
一
安
心
。
見
付
け
た
き
っ

か
け
は
検
診
で
し
た
▼
が
ん
患

者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、

３
人
に
２
人
は
早
期
発
見
な
ど

で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な

人
生
を
送
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
検

診
に
行
き
ま
し
ょ
う
。　
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中
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編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
7/26
◆隈府小プール
一般開放 ～ 8/23
10:00 ～ 17:00

7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 １
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
●毎日おはなし会
～8/23まで
14:00 ～泗　図２

◆子ども体験
フェスタ
9:30 ～16:00
鞠智城
◆おしゃべり
マルシェ４�
11:00 ～ 16:00
松倉邸

３
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

４ ５
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

６
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
■男性介護者の
つどい�13:30 ～
15:30菊老福
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

７
８
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●くまもと子ども芸
術祭2015 in 菊池
13:00 ～菊文館
◆きくち夏まつり
17:30 ～
菊池市民広場ほか

９
●くまもと子ども
芸術祭2015in 菊池
10:00 ～菊文館

10
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

11
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■年金出張相談
9:30 ～15:00
菊中公

12
●献血⑮
9:30 ～12:00
七多セ

13 14
◆第６回しすい孔
子公園映画まつり
�10:30開場泗　公
◆しすい孔子公園
夏まつり
17:00 ～夏まつり
孔子公園ほか

15
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
◆菊池市戦没者
追悼式� 
11:50 ～菊文館
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
◆図書館コンサート
14:00 ～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図

20
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
■行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

16
●おたのしみ会
14:00～泗　図
◆ヤマメのつかみ
取り� 11:00 ～
菊池市市民広場

17 18
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症サポーター
養成講座�
14:00～菊福館

19
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

21
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30
菊中公

22
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●古典を楽しむ会 
14:00～泗　図
◆第35回菊池ま
ちづくり道場�
19:00 ～松倉邸

23
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町
◆菊池ふれあい
レガッタ9:45 ～
斑蛇口湖ボート場
◆菊池渓谷へバス
で行きませんか？
第1便10:30 ～
第2便11:30 ～
菊池夢美術館

24
■納税相談
夜間窓口�
～8/28まで
～20:00税務課

25
■年金出張相談
9:30 ～15:00
菊中公
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

26
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

27
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～菊老福

28
●おはなしの部屋 
11:00～泗　図

29
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

30
◆くまもと・みん
なの川と海づくり
デー� 6:40 ～受付
旭支所
◆菊池地域合同
公売会� 9:30 ～
合志市御代志
市民センター

31 9/1 9/2
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

9/3
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

9/4
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

9/5
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
◆第16回きくち
市民フォーラム�
9:30 ～11:30
西部セ9/7

●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

9/8
■年金出張相談
9:30 ～15:00
菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

9/9
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所9/6 9/10 9/11 9/12
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今月の表紙
7 月 18 日早朝、菊池渓谷
を訪れました。久しぶりの
晴れ間に期待しましたが、
残念ながら曇り空。それで
も新緑はまぶしく、清流と
苔むした岩場がしっとりと
上品に輝いていました。23
日㈰は菊池夢美術館から
シャトルバスが出ます。ぜ
ひご利用ください。

６月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：50,167 人 － 35
男　性：24,087 人 － 16
女　性：26,080 人 － 19
世　帯：18,581 世帯 1

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,650 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 28,461 人 57%
65 歳以上 　： 15,056 人 30%

い

直接 みし

　平成 26 年４月の消費税率引上げによる負担緩和を目
的として、昨年度に引き続き給付金を支給します。
◆対象者　本年１月１日時点で住民票が市内にあり、
平成 27 年度の市県民税（均等割）が非課税の人
※ 課税者の扶養になっている場合や、生活保護制度

の被保護者となっている場合は対象外です。
◆支給額　１人 6,000 円
※ 昨年度に実施した基礎年金受給者などへの加算措

置はありません。
◆申請期間　８月３日㈪～平成 28 年１月 29 日㈮
◆支給時期　10 月以降（順次）
◆申請方法　７月下旬に対象世帯へ発送している申
請書に必要事項を記入し、添付書類（給付対象者全
員分の本人確認書類・振込先金融機関口座確認書類）
の写しを貼り付けて返送してください。窓口でも受
け付けます。
◆受付窓口　臨時福祉給付金推進室、各総合支所総
務民生課
◆受付時間　平日の午前８時 30 分～午後５時
※ 窓口申請は混乱することが予想されます。郵送に

よる申請にご協力ください。
問臨時福祉給付金推進室　☎ 0968(25)1297

Hot 
in

fo
rm

ation

臨時福祉給付金を支給します ３ 菊池でステキな出会い見つけませんか？
ピザ婚！

５ １人に１つの大事な番号
マイナンバー制度が始まります

６ 市税の滞納があった菊池市議会議員に対する
市税の賦課徴収について

８

14 健康だより
自分を守る 大切な人を守る エイズ予防
特定健診・特定保健指導を受けましょう／平成 25 年度健康づくり
標語／献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

16
17

輝けきくち
国民年金情報

18
19

文芸きくち
図書だより

20

21

癒しの里きくち　「きくち暮らし」
移住・定住支援センター開所式
わがまちの地域おこし協力隊を紹介します

22
23

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

24

～

33

情報つう
▼お知らせ
家屋評価・現地調査を実施します／吹付アスベスト除去を補助しま
す／耐震対策費を補助します／限度額適用認定証の申請（更新）を
受け付けます／自治公民館の整備に補助金を交付します／児童扶養
手当／有料指定ごみ袋の景品使用は禁止しています／８月の「税」
の納期限／教育・公平委員会委員を紹介します／児童扶養手当など
の現況届を提出しましょう／コイヘルペスウイルス病にご注意くだ
さい／介護予防ミニ講座／歯周疾患検診／介護保険負担限度額の認
定申請を受け付けます／菊池市の放射線量ほか
▼募集
熊本県職員警察官の採用試験／第 17 回熊日旗菊池市民ナイター野球
大会参加チーム募集／お母さんのための再就職実践コース受講者募集
／明るい選挙啓発作品コンクール作品募集／職業訓練コース受講生募
集／「わいふ一番館」ギャラリー出展者募集／県民介護講座受講生募
集／菊池市生涯スポーツ教室参加者募集／障がい者対象職業訓練受講
生募集／古文書初級講座受講生募集／第５回いきいきセミナー参加者
募集／スマート・ライフ・ステイ㏌菊池／県立装飾古墳館定期体験教
室参加者募集／くまもと農業アカデミー受講生募集／農地を貸したい
人・借りたい人を募集しています／さくら基金さくらサポーター募集
／ラブベンチデザインコンペ 2015 ほか
▼相談
住宅リフォーム無料相談窓口／男女共同参画専門委員相談／男性介護
者のつどい／高齢者無料職業紹介所／もの忘れ相談会／認知症介護家
族のつどい／一人で悩まずご相談ください／納税相談夜間窓口を開設
します／身近な法律問題無料相談会／女性や中高年のため再就職相談
会／特定テーマごとの労働相談／ものづくり人材育成を支援します
▼講演講習・イベント
第 16 回きくち市民フォーラム／認知症サポーター養成講座／自
分らしい働き方発見！ことしごとカレッジ／平成 27 年度菊池市
戦没者追悼式／第６回しすい孔子公園映画まつり／ヤマメのつか
み取り／くまもと・みんなの川と海づくりデー／菊池地域合同公
売会／第 35 回菊池まちづくり道場

34
35

市民の広場
菊池っ子だより

36 TOPICS ～まちの話題～

38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー
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切
り

取
り

婚活登録・交流会申込書

※本申込書に運転免許証などの【顔写真付きの身分証明書の写し】添えて提出してください。
※交流会実施などの連絡のために、メールアドレスのご記入をお願いします。
※登録をすると、以下の特典があります。
・交流会の案内メールが届きます。
・交流会に優先的に参加できます。
・交流会への参加申し込みが簡単になります。

▼アンケートにご協力ください！

※※　同　意　書　※※
１．わたしは独身者であり、本申込書の記載事項および提出書類について偽りはありません。
２．交流会において、菊池市に重大な過失がある場合を除き、いかなる場合も菊池市に責任を求めません。
３．交流会を通して交際をする場合は、当事者間の責任によるものとし、当事者間でトラブルがあった場合には菊
　　池市に一切責任を求めません。
４．交流会を通して交際開始や結婚を決めた場合は、報告します。
５．交流会で知り得た個人情報などについては、一切外部へ漏らしません。
６．交流会に必要な経費については、個人負担とします。
７．登録は２年間（登録完了日から翌年度末まで）有効とし、継続して登録を希望する場合には、再び申込書へ記
　　入することとします。
８．登録について、男性は市内在住の 20 歳以上 50 歳未満の独身者に限ります。女性は、市内外を問わず 20 歳以
　　上 50 歳未満の独身者に限ります。
９．登録者は、50 歳を迎えた年の年度末で登録から外れることとします。
１０．登録者は、交流会参加者や事務局、その他関係者に迷惑行為などを行った場合は、市の判断により登録から外し、
　　再登録できないこととします。

　上記事項に同意します。
　平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　㊞　（本人の自署とします）

ふりがな
氏　名 性別 男性・女性

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日 年齢 　　　　歳

住　所
　〒　　　　－　
　

電　話 　　　　　　－　　　　　－

メールアドレス

職　業 　□会社員　□公務員　□自営業　□農林漁業
　□パート・アルバイト　□無職　□その他

勤務先
名　称

菊池市婚活事業に
登録しますか はい　・　いいえ　（登録については、同意書の７以降をお読みください）

備　考

①相手の年齢に希望はありますか？　　　　　　ある　・　ない　　（ある人：　　　　歳から　　　歳まで）

②年代別の交流会は必要だと思いますか？　　　はい　・　いいえ

③年に何回交流会を開催してほしいですか？　　①１～２回　　②３～４回　　③２カ月に１回　　④毎月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤その他（　　　　　　　　）

④事務局への要望があればお書きください。（行って欲しい交流会の内容など）

マイナンバー制度が始まります
１人に１つの大事な番号

３つのメリット

10月からだよ！

マイナンバーで マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

全国共通ナビダイヤル　☎0570（20）0178
午前９時 30 分～午後５時 30 分　※㈯㈰㈷年末年始を除く

マイナンバーは
一生使うもの。

大切にね！

マイナンバーとは

今後のスケジュール

問い合わせ先

住民票異動のお願い

　国民一人一人に付けられる 12 桁の個人番号です。個人
が特定されないように住所や生年月日などと関係ない番号
が割り当てられます。
　各行政機関が管理する個人情報が同一人物の情報である
ことを確認するために活用されます。これにより、各行政
機関で分散管理する情報の連携がスムーズになり、さまざ
まなメリットをもたらします。

【10月以降】　住民票の住所に通知
　マイナンバー通知カードが送られてきます。大切
に保管してください

【来年１月以降】　個人番号カードの交付
　申請者への個人番号カード交付が始まります。順
次、税の手続き、年金、医療保険、雇用保険などの
社会保障の手続きでの利用がスタートします。

　10 月以降に送られるマイナンバー通知カードは、
原則住民票登録地に送付されます。そのため、実際
に住んでいる住所と住民票の住所が異なる人は、カー
ドを確実に受け取れない場合があります。
　該当する人は早めの手続きをお願いします。

給付金などの不正受給の防止

手続きが正確で早くなる

面倒な手続きが簡単に
　所得や他の行政サービスの受給状況を把握しや
すくなるため、負担を不当に免れることや給付を
不正に受けることを防止し、本当に困っている方
にきめ細やかな支援を行えるようになります。

公平・公正な社会の実現 国民の利便性の向上

行政の効率化

　行政機関や市町村などで、さまざまな情報の照
会、転記、入力などに要している時間や労力が大
幅に削減されます。複数の業務の間で連携が進み、
重複作業などの無駄がなくなります。

　添付書類の削減など、行政手続きが簡素化され、
申請者の負担が軽減されます。さらに、行政機関
が持っている自分の情報を確認したり、行政機関
からのさまざまなサービスのお知らせを受け取っ
たりできるようになります。
※ 菊池市では個人番号カードを利用して、コンビ

ニでの住民票などの取得も可能になります。
　（平成 28 年２月開始予定）

➊

➌

➋
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　平成 27年第 2回菊池市議会定例会において、「菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収に関する調査
特別委員会」委員長から調査報告がありました。
　この報告の中で、平成 18年度から 23年度において徴収業務の一部不適切な処理により、納税に対す
る市民の信頼を大きく失うことになったとのご指摘をいただきました。（委員長報告は、次頁に全文を掲
載しています）
　こうした指摘を受けたことは誠に申し訳なく、市長として市民の皆さまに心よりお詫びを申し上げま
す。
　市としては、報告内容を真摯に受け止めるとともに深く反省し、職員と一丸となって、再発防止を徹
底してまいる覚悟でございます。
　業務改善については、すでに具体的な改善計画を策定し、取り組んでいます。（詳細は下記のとおりです）
　また、調査特別委員会に対しても、再発防止策を書面にて提出させていただきました。（下記に資料と
して掲載しています）
　市政運営の最高責任者として、市民の皆さまに対する信頼失墜の責めを負うべく、私（市長）並びに
副市長を減給処分としました。（８月から３カ月間、給料月額を市長は 100 分の 20、副市長は 100 分
の 10を減額）
　今後とも、市民の皆さまの信頼回復のため、「市税の賦課徴収にあたって何人に対しても公平公正な執
行」に努め、更なる改善に全力で取り組んでまいります。

菊池市長　　江
え

頭
がしら

　実
みのる

　市税の賦課徴収については、改善
計画を策定し、次のとおり取り組ん
でいます。
①�昨年 12 月から徴税職員を２人増
員し、延滞金が未納となっている
事案を集中的に洗い出し、徴収が
行えるよう台帳などの整理を行っ
ています。（来年度中に終了予定）
②�滞納処分に伴う納税誓約書や延滞
金減免申請などの手続き事務の徹
底を図りました。
③�何人にも公平な滞納整理が行える
よう徴税業務の標準化を図り、マ
ニュアルを作成しました。
④�職員に対する教育・研修に積極的
に取り組み、職員のスキルアップ
を徹底していきます。
⑤�延滞金を債権として適正かつ的確
に管理するため、システム改修を
行っています。（本年度末までに
終了予定）

平成 27年６月 19日
菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収
に関する調査特別委員会　委員長　荒木崇之　様

菊池市長　江頭　実

菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収について

　この度の、菊池市議会の「菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収
に関する調査特別委員会」の調査結果を踏まえ、下記のとおり執行し
てまいります。

記

１�．納税者である市民の信頼を損うことのないよう、地方公務員法や
地方税法等の諸法令の規定に基づき、市税等の賦課徴収業務にあたっ
て何人に対しても公平公正に行うなど適正な執行に努める。
２�．法の趣旨を正しく理解し、適正に業務を遂行するにあたっては職
員の資質向上は不可欠であることから、知識・技能の研鑽習得に努
める。また、徴税業務の執行において遺漏がないように手順の標準
化を進める。
３�．徴税業務の改善については、先の福祉厚生常任委員会の「徴税業
務に関する調査」において提示した改善計画に基づき執行する。

市税の滞納があった菊池市議会議員　　  　 　に対する市税の賦課徴収について

　菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収に関する調査特
別委員会の報告を行います。
　本特別委員会は、現職議員のうち２名について、過去に
市税の滞納があったという事実を受け、菊池市議会議員に
対する市税の賦課徴収業務について、市がどのような対応
をされていたのか、その実態を究明し、徴税業務に関し問
題はなかったのか、事務の執行が一部適正に行われていな
かったのは具体的にどういう内容かなど調査し、再発防止
のためにどうすればよいのかなど検証するため、平成 27
年１月 17 日から６月 23 日まで、計 12 回開催いたしまし
た。
　第４回の委員会までは、執行部に議員の滞納に関する資
料の提出を求め、徴税業務全般等について調査いたしまし
た。５回目以降については、適宜、その当時の担当課長、
担当者などを証人訊問して調査を行いました。
　傍聴の方もいらっしゃいましたが、税情報に関すること
や証人の人権等に配慮し、場合によっては秘密会として慎
重に調査いたしました。
　はじめに、平成 18 年度から平成 23 年度において、過
年度滞納つまり年度を越えての滞納があった市議会議員は
合計５名で、滞納のあった市議会議員に対して督促状 311
通、差押え前の警告にあたる催告書が 60 通発送されてい
たことが判明しました。
　また、年度を越えての滞納ではないものの、納期限を守
らず、現年度滞納で毎年数十通を超す督促状および催告書
が送られていた市議会議員がいたことも判明しました。
　つぎに、市税を滞納していた議員に対して、菊池市が法
令を遵守し、一般市民と同様の公平な徴収業務を行ってい
たかを調査しましたが、本委員会としては、市議会議員に
対して一部特別扱いしていたと判断いたしました。判断し
た理由として、
①滞納者に対しては、地区別に担当者がいたにも関わらず、
当時の上司が滞納議員の担当となり複数回にわたり自宅に
伺っていたこと。
②市議会議員の市税滞納が複数年にまたがり、しかも慢性
的に行われていたこと、さらに徴税課において、係長以下
の職員は課長に対し、市議会議員の滞納処分を進言してい
たにも関わらず差押え処分等を行わず、それに伴い 100 万
円を超す延滞金が時効消滅となり、市が徴収すべき債権が
失われたこと。
③議員報酬以外からの収入では、市税納付が厳しい状況に
あったため、滞納していた議員の家族より、市議会議員の
報酬からの差押えを依頼されていたにも関わらず執行しな
かったこと。
④平成 19 年当時の係長が滞納のあった議員への差押えを
提案したが、上司が係長を市長室まで連れて行き、差押え
の延期を市長が判断した。なお、その当時において、一般
市民の差押えのために市長へ相談し、判断した例は 1 件も
ない。

�菊池市議会議員に対する市税の賦課徴収に関する調査特別委員会委員長報告（原文どおり全文掲載）

⑤平成 22 年当時の課長の証人訊問において、「市議会議員
への徴収に対し、今振り返ると私的な考えで公平性に欠け
ていた」と証言していること。
⑥平成 24 年に市議会議員の市税滞納疑惑が市民の間でさ
さやかれるようになってからの納税は定期的にされており、
滞納していた議員に担税力、つまりは税を納める能力があっ
たことに他ならない。市が法令を遵守し徴税業務にあたっ
ていれば、多額の延滞金を時効消滅させることは無かった
こと。
　以上、6 点の理由により極めてずさんで、公平な納税を
ゆがめかねない徴税業務が長年にわたり行われていたと判
断しました。
　つぎに、平成 19 年度から平成 22 年度まで税務課総務
審議員（課長級）および徴税課長を務めた元職員について
は、２度の証人訊問の要求を行いましたが、６つの病状に
より自宅療養および通院加療が必要との診断書が提出され、
不出頭でした。
　最後に、市議会議員は、予算審議において徴収率および
滞納額をチェックする立場にあり、さらに報酬を市民の税
金から支給されていることを考えると、納税についても市
民の手本となるべきであり、いかなる理由があろうとも市
税滞納は許される行為ではないとの委員会の判断でありま
す。
　平成 18 年度から平成 23 年度において、菊池市は最も
公正であるべき徴収業務において、納税誓約書を取ってい
なかったり、多額の延滞金が時効消滅となるなど、一部不
適切な処理により市民の信頼を大きく失うこととなりまし
た。
　これまでの市議会議員への徴収業務に対する議会での指
摘については、「法令を遵守し適正に行っている」と答弁さ
れてきましたが、複数年にわたる市議会議員の滞納を承知
していながら上記のような答弁を繰り返されていたことは、
誠に遺憾であります。
　これを受けて市長からは、納税者である市民の信頼を損
なうことのないよう、地方自治法や地方税法等の諸法令の
規定に基づき、市税等の賦課徴収業務にあたって何人に対
しても公平公正に行うこと。法の趣旨を正しく理解し、職
員の資質向上のため、知識・技能の研鑽習得に努めるとの
再発防止策が提出されました。以上のことを踏まえ本委員
会としては、
①本委員会の報告書を「広報きくち」に全文掲載するなど、
市民に対し正確な情報を公表し、納税に対する信頼回復に
全力で努めること。
②本委員会において発覚した件について厳正に対処するこ
と。
　以上を執行部へ求めることとして、本委員会の委員長報
告といたします。

平成 27 年６月 23 日　委員長　荒
あら

木
き

崇
たか

之
ゆき

調査特別委員会へ提出した再発防止策

市長からのお詫び
問い合わせ先　税務課徴税係　☎ 0968(25)7208

現在の取り組み状況
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平
成
25
年
２
月
、
番
組
で
子
宮
頸
が
ん
を

テ
ー
マ
に
取
材
す
る
こ
と
に
な
り
、
検
診
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
4
日
後
、
予
期
せ

ぬ
検
査
結
果
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
「
ご
く
初
期
の
が
ん
の
疑
い
あ
り
」
と

記
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

自
覚
症
状
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

痛
み
も
か
ゆ
み
も
な
い
。
が
ん
の
疑
い
と
書

い
て
あ
る
の
を
見
て
、
重
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
検
診
は
毎
年
受
け
て
い
ま
し
た
。

去
年
ま
で
何
の
異
常
も
無
か
っ
た
の
に
、
な

ぜ
急
に
…
…
。

　
精
密
検
査
を
受
け
、
上
皮
内
が
ん
（
初
期

の
子
宮
頸
が
ん
）
と
い
う
こ
と
が
判
明
。
す

ぐ
に
「
赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
な
い
の
で
は
」
と

い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
思
い

切
っ
て
先
生
に
尋
ね
る
と
「
子
宮
は
残
せ
ま

す
。
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
疑
い
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
組
織
検
査
を
す
る
こ
と
に
。
手

術
ま
で
の
間
、
仕
事
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
不

安
に
襲
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本

当
に
治
る
の
か
な
、
子
ど
も
は
産
め
る
の
か

な
。
そ
れ
か
ら
命
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
手
術
の
日
。
無
事
に
が
ん
を
取

り
除
き
ま
し
た
。
経
過
も
良
好
。
４
日
後
に

は
仕
事
に
復
帰
で
き
ま
し
た
。
１
カ
月
後
、

組
織
検
査
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
疑
わ
れ
た

が
ん
の
進
行
は
な
し
。ほ
っ
と
し
ま
し
た
ね
。

不
安
な
毎
日
で
し
た
が
、
夫
や
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
が
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
自
分
で
は
な

い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
軽
い
気
持

ち
で
受
け
た
検
診
で
、
が
ん
と
言
わ
れ
た
と

き
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
た
だ
、
取

材
の
た
め
に
事
前
に
勉
強
し
て
い
た
の
で
パ

ニ
ッ
ク
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
事

前
知
識
が
な
く
、
急
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

ら
、
怖
く
て
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
な
ん
て
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
性
交
渉
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
発
症
し
ま
す
。
性
交
渉
と
い

う
言
葉
か
ら
偏
見
も
多
い
病
気
で
す
。
し
か

し
、
特
別
な
人
が
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、

約
８
割
が
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
だ
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
女
性
の

誰
も
が
子
宮
頸
が
ん
の
予
備
軍
な
の
で
す
。

決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
な
の
に
、
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て

検
診
を
受
け
る
人
の
数
は
と
て
も
少
な
く
、

熊
本
県
で
は
３
割
を
切
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
子
宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て
い
る
20
代
に

限
っ
て
は
、
約
８
％
の
人
し
か
検
診
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
。
子
宮
頸
が
ん
の
正
し
い
知
識

が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。
正
し
い
知
識
が
世
の
中
に
広
ま
っ
て

い
て
、
検
診
の
大
切
さ
を
誰
も
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
分
か
っ
て
い
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を

授
か
る
こ
と
が
で
き
た
人
も
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。偏
見
に
さ
ら
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
、

も
っ
と
少
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
私
は
た
ま
た
ま
早
い
段
階
で
見
つ
か
り
ま

し
た
が
、
子
宮
を
摘
出
し
た
人
、
妊
娠
と
同

時
に
子
宮
頸
が
ん
が
分
か
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を

あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
人
、
命

を
な
く
す
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
の
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

20
代
で
子
宮
を
失
っ
た
女
性
の
話
で
す
。

働
き
始
め
て
間
も
な
い
23
歳
で
子
宮
頸
が
ん

を
発
症
し
ま
し
た
。
検
診
で
分
か
っ
た
と
き

に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
て
、
明
日
に
で
も

病
院
に
行
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
で
も
彼
女
は
若
く
、
子
ど
も
を
産
め
な

い
未
来
が
想
像
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
親
が

泣
い
て
い
る
姿
を
見
て
初
め
て
、
事
の
重
大

さ
に
気
付
い
た
と
言
い
ま
す
。

　
子
宮
摘
出
。
手
術
の
前
日
、
急
に
怖
く
な

り
病
院
か
ら
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も
を

子宮頸がんとは
　子宮の入り口付近に発症するがん。他のがんと異なり、

「HPV（ヒトパピローマウイルス）」の感染で発症します。
20 ～ 30 代の女性がかかるがんでは一番多いがんです。
　主な感染経路は性交渉。一度でも経験があると発症のリ
スクがあるといわれています。初期症状はほとんどなく、
進行すると異常なおりもの、月経以外の出血（不正出血）、
性行為の際の出血、下腹部の痛みなどが現れてきます。
　進行状態により、がんの前の段階である「異形成」、子
宮頸部の表面だけにがんがある「上皮内がん」、周囲の組
織に入り込み始めた「浸潤がん」に分類されます。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
９

Profile　むらかみ・みか
昭和 46 年７月 12 日生まれ。熊本市出身。
KKT 熊本県民テレビアナウンサー。自身
の体験から出演する番組「テレビタミン」
でシリーズ子宮頸がんを企画。テレビやイ
ンターネットのほか、県内の高校や大学な
どで講演を行い、子宮頸がんの正しい知識
と検診の大切さを伝える啓発活動を実施中。

子宮図

freedesignfile.com

子宮頸がんが
発症する箇所

１
２

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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生
ん
で
育
て
る
幸
せ
を
当
た
り
前
に
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
。

生
き
て
い
く
意
味
が
あ
る
の
か
と
悩
み
、
自

暴
自
棄
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
彼
女
を
救
っ
た
の
は
母
親
か
ら
の

一
通
の
メ
ー
ル
で
し
た
。「
生
き
て
い
る
だ

け
で
ま
る
も
う
け
だ
よ
。
あ
な
た
が
生
き
て

く
れ
て
い
る
だ
け
で
私
は
う
れ
し
い
。
お
母

さ
ん
の
た
め
に
生
き
て
く
だ
さ
い
」。
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
励
ま
さ
れ
、
手
術
を
受
け
る

決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。

　
40
歳
で
子
宮
を
無
く
し
た
お
母
さ
ん
も
い

ま
す
。
同
僚
か
ら
勧
め
ら
れ
て
行
っ
た
12
年

ぶ
り
の
検
診
で
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
そ
う
で

す
。
一
度
は
手
術
で
患
部
を
切
除
し
ま
し
た

が
、
検
査
の
結
果
内
部
に
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
、
子
宮
を
摘
出
す
る
こ
と
に
。

状
況
を
受
け
入
れ
る
の
に
す
ご
く
時
間
が
か

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
新
し
い
命
か
、
自
分

の
命
か
…
…
。

　
夫
と
子
ど
も
の
３
人
家
族
。
毎
日
笑
い
に

包
ま
れ
た
明
る
い
家
庭
で
し
た
。
そ
れ
を
自

分
の
せ
い
で
壊
し
た
く
な
い
と
思
い
、
家
族

の
前
で
は
い
つ
も
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。
み
ん
な
が
寝
静
ま
っ
て
一
人
に

な
っ
た
と
き
、
布
団
に
隠
れ
て
泣
い
た
そ
う

で
す
。

　
彼
女
を
救
っ
た
の
も
家
族
で
し
た
。
私
に

は
一
人
の
子
ど
も
が
い
る
、
夫
の
笑
顔
を
守

り
た
い
。
大
切
な
家
族
の
た
め
に
、
自
分
の

命
を
選
ぶ
決
心
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
が
ん
は
自
分
一

人
の
問
題
で
は
な
く
、
家
族
全
員
の
問
題
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
小
さ
い
子
ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
る
人
も

い
ま
す
。
子
ど
も
が
子
宮
に
入
っ
た
ま
ま
取

り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
も
い
ま

す
。
子
宮
を
取
っ
て
し
ま
う
と
、排
尿
困
難
、

便
秘
、
リ
ン
パ
浮
腫
、
性
交
障
害
な
ど
の
症

状
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
を
取
る

と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
重
く
て
苦
し
い
選

択
な
ん
で
す
。

　
番
組
が
き
っ
か
け
で
出
会
っ
た
友
人
が
先

月
、
子
宮
頸
が
ん
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
番

組
を
見
て
検
診
を
受
け
、
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
の
で
す
が
、
手
術
を
拒
み
、
子
宮
を
取

ら
ず
に
治
す
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

「
治
っ
た
ら
一
緒
に
検
診
の
啓
発
活
動
を
し

よ
う
ね
」
と
話
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、

そ
の
約
束
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
好
き
な
夫
に
つ
ら
い
顔
を
さ
せ
た
く
な

か
っ
た
、
笑
っ
た
顔
を
見
た
か
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
我
慢
を
し
す

ぎ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

み
ん
な
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
か

ら
、
思
っ
て
い
る
こ
と
も
言
え
な
い
。
体
の

調
子
が
悪
く
て
も
、
心
配
さ
せ
ま
い
と
我
慢

し
て
し
ま
う
。女
性
は
、家
庭
の
た
め
に
日
々

生
き
て
、
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
な
り
が

ち
で
す
。
で
も
、
ま
ず
は
自
分
の
体
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
結
果

的
に
、
家
族
や
大
切
な
人
を
守
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

　
も
し
周
り
に
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
い
た
ら
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
、

周
り
の
人
の
支
え
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

と
て
も
大
き
い
力
に
な
り
ま
す
。
私
は
子
宮

頸
が
ん
に
な
っ
て
、
女
性
と
し
て
の
自
分
の

体
を
見
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
も
あ
り
ま
す
が
、
１
０
０
％
予
防
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
検
診
が

大
切
な
ん
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て

い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
年
欠
か
さ
ず
受
け
る
つ
も
り

で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ

い
。
我
慢
せ
ず
に
周
り
の
人
に
な
ん
で
も
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
相
談
で
き
る
場
所
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
の
日
か
子
宮
頸
が
ん

で
悲
し
む
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
熊
本
か
ら

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

検診は専用の器具を使い、子宮頸部を軽
くこすって細胞を採取。１～２分程度
で終わり、痛みもほとんどありません。

日本では年間に約 15,000 人がかかり、
約 3,500 人が死亡。約 100 万人が予備
軍といわれています。

日本の受診率は先進国の中で最下位。子宮
頸がんに対する理解と検診の必要性が知ら
れていないことが分かります。

将来的な負担を減らせる機会です

子宮頸がん検診受診率（国際比率）
100

％

アメリカ

85.0 78.7

（OECD Health Data 2013）
ドイツ フランス イギリス韓国 日本

75

50

25

0

71.1 68.7 68.5

32.7

「検診」は、がんなど特定の病気を早期に発見し、早期に治療することが目的です。一
方「健診」は、健康かどうかを確かめるもの。さまざまな病気の危険因子がないかを
調べます。しかし、昨年度の本市の受診率は約３割にとどまり、国の目標である７割
に遠く及びません。健診のメリットは何か、菊池養生園の芹川先生に話を聴きました。

　市内の産婦人科医院で子宮頸がん（個別）検診を実施
しています。20 ～ 30 代の若い女性を中心に、子宮頸
がんにかかる人が急増しています。自分の命と家族のた
めに、この機会にぜひ検診を受けてください。

【対象者】　20 歳以上の女性（平成 28 年 3 月 31 日現在）
※妊娠中・婦人科疾患治療中の人は除きます。
※検診日に本市に住んでいない人は受診できません。

【期　間】　10月31日㈯まで　※㈰㈷を除く
【実施医療機関と受付時間】
◦黒川産婦人科医院　☎ 0968(25)1071
　受付　午前９時～午後０時 30 分
　　　　午後２時 45 分～５時 30 分
　休診　㈬㈯の午後
◦齋藤産婦人科医院　☎ 0968(24)1177
　受付　午前９時～正午
　　　　午後２時～６時
　休診　㈭㈯の午後

　「病気が見つかるのが怖い」「病院に行くのが面倒だ」「自
分は病気にならない」などの理由で受診しない人がいます
が、そんな人に限って症状が進んで見つかり、手遅れにな
る場合があります。病気になると苦痛が伴うし、お金もか
かります。生活習慣病など早目に対処できれば、食事療法
や運動療法だけで済み、経済的にも余裕が出ます。
　がんも早期に治療できれば、体への負担と費用を少なく

できるでしょう。少しの時間と費用
で受けられる検（健）診は、将来的な
負担を減らせる良い機会なのです。
　受診後に再検査が必要なときもあ
ります。しかし「再検査＝病気」と

いうわけではありません。自分の
体を知るチャンスだと思って、必
ず受診してください。

◦米田産婦人科医院　☎ 0968(25)2589
　受付　午前８時 30 分～正午
　　　　午後２時～午後５時 30 分
　休診　㈭㈯の午後

【料　金】（平成 28 年３月 31 日現在の年齢） 
◦ 20 歳～ 69 歳　1600 円　
◦ 70 歳以上　　　 500 円
※ 無料クーポン券対象者は無料で受診できます。

【用意するもの】
◦�問診票（健康推進課、各総合支所総務民生課、実施医

療機関にあります）
◦�料金（おつりがないようにご準備ください）
◦�健康手帳（お持ちの人）
◦健康保険証
◦子宮頸がん検診無料クーポン券（対象者のみ）
※ 無料クーポン券は検診当日まで無くさないように大切

に保管してください。

医療費削減につながります
　自分の体を知る良い機会と思い毎
年健診を受けています。自分では気
付かない体の異常を知ることができ
ます。異常を早く見付けて早めに対
処すれば入院せずに済む場合もある
し、医療費の削減にもなりますよね。

大
お お

瀬
せ

成
じょう

一
い ち

さん
（大琳寺）

〝

菊池養生園　芹
せり

川
かわ

和
かず

志
し

 医師

最後まで健康でいたいから
　退職後に健診を受けました。きっ
と大丈夫だろうと思っていたら、予
想以上に血糖値が高くて驚きました。
今は食事や運動に気を配り、体の調
子もいいです。死ぬまで健康でいた
いから、これからも健診に行きます。

光
み つ

堀
ぼ り

美
み

津
つ

子
こ

さん
（片角）

いのちの話をしませんか
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検診日 該当地区

８月１日㈯ 富、南古閑、北古閑、野間口、東原、上西寺、北宮

２日㈰ 南山手、上住吉、南住吉、富納、永、永出分、小川、九の峰、姫井、楠原、あさひが丘

３日㈪ 桜山一、桜山二、桜山三、桜山四、桜山五、桜山六、桜山七、桜山八、桜山九、東迫間、遊蛇口

４日㈫ 岩本住宅、岩本、伊萩、妻越、片川瀬、尾足、大迫、小原、津留、新明団地、村吉

５日㈬ 片角、袈裟尾、切明、飛熊、北住吉、永南、田吹

６日㈭ 三万田、久米一、高江出分、高江、福本一、福本団地、東原団地、北桜ケ水、南桜ケ水、湯舟、平、
高柳、高柳住宅

７日㈮ 栄町、北原、立石、神来、元村、上橋田、下橋田、七城松島、小野崎、打越、大尺、新村

８日㈯ 築地、亘、五海、砂田西団地、間所、菰入、甲佐町、雇用促進住宅、新古閑、清水

９日㈰ 久米二、竹の下、薬師、上高江、福本二、蟹穴、羽根木、西郷、西郷従業員住宅、荒牧、加恵、本村、
七城田中、戸田島

10 日㈪ 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、瀬戸口、台、高田、内島、林原、梶迫、板井、前川、
岩瀬、宮園

11 日㈫ 富の原中央、富の原台、泗水田中、富出分、小木、稗方、堀切、玉祥寺

12 日㈬ 高野瀬、七坪、市野瀬、中野瀬、西迫間、戸豊水

９月１日㈫ 迫田団地、堂迫団地、朝日団地、北原団地、鉾の甲、柏、伊野、杉生、古川、滝黒仁田、伊倉、
泗水平野、井戸方、泗水佐野、糠泉、辰頭東団地、辰頭西団地

２日㈬ 永山、立門、木護、生味、木佐木、金峰、道園、篠倉、茂藤里、戸豊水（中尾）、大柿、菊池平野、
西正観寺、川辺南、川上、川下、出分、高永、伊坂住宅、伊坂

３日㈭ 上古閑、甲森北、乙森北、上赤星、下赤星、今、木柑子

４日㈮ 富の原一、富の原団地、富の原西、田島一、田島二、田島団地、猪の目、岡

５日㈯ 富の原東、富の原北、穴川、鳳来、龍門１、長野、寺小野、染土、雪野、太田

６日㈰ 東正観寺、大琳寺、中西寺、下西寺、辻、上長田、下長田、大塚

７日㈪ 村田、深川、迎町、中央通、横町、立町、正院町、上町、中町、下町

８日㈫ 植古閑、広瀬、花房台、伊牟田、戸城、日生野、原細永、鍋倉、菊池佐野、上木庭、下木庭

９日㈬ 岩平、塚原、長六、下組、神鶴、菊池松島、柿木平、日向、中原、藤田、上出田、下出田

※指定された日程で都合の悪い人や、まだ申し込みをしていない人はお問い合わせください。
※受付時間は午前７時～10時30分ですが、混雑を避けるため、申し込みを基に時間を指定しています。
※当日は、会場まで送迎バスを用意しています。送迎バスの時刻表は各種問診票と一緒に送付しています。

項　目 内　容 対象・料金 市補助額

生活習慣病健診 身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査（肝機能・
腎機能・血糖検査など） 19 ～ 39 歳 2,000 円 6,434 円

特定健診
（菊池市国民健康保険加入者）

身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査（肝機能・
腎機能・血糖検査など）

40 ～ 69 歳
70 ～ 74 歳

1,500 円
800 円

5,150 円
5,850 円

後期高齢者健診 身体・血圧測定、　尿検査、　血液検査（肝機能・腎
機能・血糖検査等） 75 歳以上 800 円 6,200 円

結核検診

65 歳以上は
どちらか１つ

検診車での胸部Ｘ線検査 65 歳以上 無料 1,360 円

肺がん検診
検診車での胸部Ｘ線検査（二重読影） 30 ～ 69 歳

70 歳以上
500 円
200 円

1,145 円
1,445 円

喀
か く た ん

痰検査（検診当日、問診で必要な人のみ） 30 ～ 69 歳
70 歳以上

800 円
300 円

1,905 円
2,405 円

胃がん検診（バリウム） バリウムによる胃部Ｘ線検査 30 ～ 69 歳
70 歳以上

1,000 円
500 円

3,752 円
4,252 円

腹部超音波検診 肝臓・ひ臓・腎臓・すい臓・胆のうなどの検査 19 ～ 69 歳
70 歳以上

1,500 円
1,000 円

2,064 円
2,564 円

大腸がん検診
（便潜血検査）

２日法による便潜血検査
※内視鏡検査は便潜血検査の結果により別日程（11
月）で実施

30 ～ 69 歳
70 歳以上

500 円
200 円

1,187 円
1,487 円

子宮頸がん検診 子宮頸部検査 20 ～ 69 歳
70 歳以上

1,200 円
500 円

2,904 円
3,605 円

乳がん検診
超 音 波 乳房超音波検査 20 ～ 69 歳

70 歳以上
1,000 円

300 円
2,240 円
2,940 円

マンモグラフィ Ｘ線による検査 40 ～ 69 歳
70 歳以上

1,000 円
500 円

3,860 円
4,360 円

※対象年齢は、平成28年３月31日時点での満年齢です。（後期高齢者健診を除く）

複合健診は、特定健診、後期高齢者健診、生活
習慣病健診および各種がん検診を同じ日に同

じ会場で受けることができる健診です。

５月に実施した健診希望調査を基に複合健診を
実施します。健診を申し込んだ人には問診票

などを７月中旬に送付しています。申し込みを忘れ
た人や転入した人も受診できますので、詳しくはお
問い合わせください。

▼検診日程

菊池市国民健康保険以外（社会保険など）の加
入者は、加入している医療保険者が菊池養生

園を健診機関として指定している場合のみ、特定健
診を受診することができます。詳しくは加入先の医
療保険者（勤め先など）にお尋ねください。生活習
慣病健診と各種がん検診は、加入中の医療保険に関
係なく受診できます。
問健康推進課健康推進係　☎ 0968(25)7219

受診しましょう！複合健診（集団健診）を

▼検診項目・料金　健診会場　菊池養生園（菊池広域保健センター）
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより
HIV

と
エ
イ
ズ
の
違
い

■
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（HIV

）

H
um

an Im
m

uno-D
eficiency 

Virus

の
略
で
、
人
に
感
染
し
病
原

体
へ
の
抵
抗
力
を
働
か
な
い
よ
う
に

し
て
し
ま
う
病
原
体
の
こ
と
で
す
。

■
エ
イ
ズ
（AID

S

後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
）

Acquired Im
m

une D
eficiency   

Syndrom
e

の
略
で
、
遺
伝
が
原
因

で
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
ウ
イ
ル
ス

(HIV)

が
感
染
す
る
こ
と
で
病
原
体

へ
の
抵
抗
力
が
十
分
に
機
能
し
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で
す
。

　

体
内
のHIV

が
増
え
て
く
る
と

同
時
に
、
免
疫
細
胞
が
徐
々
に
減
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
体
の

免
疫
力
が
低
下
し
て
、
健
康
な
状
態

で
は
か
か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
病
気

に
は
「
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
」

な
ど
の
代
表
的
な
病
気
が
23
個
決
め

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
1
個
以
上

を
発
症
し
た
状
態
を
エ
イ
ズ
と
呼
び

ま
す
。

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？

　

HIV

は
空
気
感
染
し
ま
せ
ん
。
会

社
、
学
校
な
ど
で
の
日
常
的
な
接
触

で
も
感
染
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
か
ら
、
血
液
・
精
液
・
膣
分
泌

液
・
母
乳
の
体
液
を
通
じ
て
、HIV

が
体
の
中
に
十
分
量
入
る
と
感
染
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

①
性
行
為
に
よ
る
感
染

　

最
も
多
い
感
染
経
路
で
す
。
無
防

備
な
性
行
為
は
感
染
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
性
行
為
の
始
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
正
し
く
コ
ン
ド
ー
ム
を

使
い
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

②
血
液
を
介
し
て
の
感
染

　

HIV

が
存
在
す
る
血
液
の
輸
血
、

ま
た
は
覚
せ
い
剤
な
ど
の
依
存
性
薬

物
の
回
し
打
ち
に
よ
る
注
射
器
具
の

共
用
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
献
血
さ
れ
た
血
液

は
厳
重
な
検
査
で
最
高
水
準
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
凝
固

因
子
製
剤
は
、
加
熱
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
感
染
の
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
母
子
感
染　

母
親
がHIV

に
感

染
し
て
い
る
と
、
妊
娠
、
出
産
、
授

乳
を
通
じ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
治

療
薬
を
飲
む
こ
と
や
母
乳
を
与
え
な

い
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
感
染
を

２
％
以
下
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
す
ぐ
に
発
症
し
ま
す
か
？

　

HIV

に
感
染
し
て
も
長
期
間
に
わ

た
り
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何

の
治
療
を
し
な
く
て
も
エ
イ
ズ
発
症

ま
で
数
年
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

HIV

感
染
に
気
付
か
な
い
ま
ま
エ
イ

ズ
を
発
症
し
、
そ
こ
で
初
め
て
感
染

に
気
付
く
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
し
た
か
ど
う
か
心
配
な
と
き
は

　

県
内
の
各
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ

検
査
し
た
そ
の
日
に
結
果
が
分
か
る

「
即
日
検
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
開
始
か
ら
１
時
間
程
度
で
結
果

が
判
明
し
ま
す
。

　

検
査
は
無
料
、
匿
名
で
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前

に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

菊
池
保
健
所

　

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
３
８

最
近
の
動
向

　

平
成
24
年
の
年
間HIV

感
染
者

報
告
数
は
１
０
０
２
人
で
、
エ
イ
ズ

患
者
数
は
４
４
７
人
で
す
。
多
剤
併

用
療
法
（HIV

の
増
殖
を
抑
え
る
た

め
に
症
状
に
合
わ
せ
て
複
数
の
薬
剤

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
体
の
状
態
を
ご
存
知
で
す

か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
ま
ず
健

診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」「
健
康
に

は
自
信
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
の
考
え

で
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
、
本
当

に
大
丈
夫
で
す
か
。

８
月
か
ら
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　

特
定
健
診
は
、
が
ん
検
診
と
同
日

に
受
け
ら
れ
る
複
合
健
診
と
市
内
の

医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
個
別
健
診

が
あ
り
ま
す
。
複
合
健
診
は
日
程
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
の
結
果

に
応
じ
て
生
活
改
善
の
必
要
が
あ
る

人
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
健
診
を

受
け
た
人
が
自
分
の
体
の
状
態
を
理

解
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
継
続
し

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
一
人
一
人

の
状
態
に
合
っ
た
支
援
を
市
や
菊
池

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

８
月
12
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

４
０
０
㍉
㍑
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

AIDS（エイズ）について皆さんはどの程度知ってい
ますか。AIDS について学んでみると意外に知らない
ことや、AIDS という言葉のイメージに多くの誤解や
偏見があることに気付きます。自分や周囲の人の未来
を守るために、エイズの基礎知識を身に付けましょう。

自分を守る
大切な人を守る
エイズ予防

を
使
う
治
療
方
法
）
が
導
入
さ
れ
た

平
成
８
年
以
降
も
、
緩
や
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

正
し
い
知
識
と
理
解
が
大
事

　

HIV

感
染
症
は
予
防
で
き
る
感
染

症
で
す
。
ま
ず
は
感
染
し
な
い
よ
う

適
切
な
予
防
策
を
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
自
分
が
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
疑
わ
し
い
と
き
に
は
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
、
個
人
に
と
っ
て

は
早
期
治
療
に
、
社
会
に
と
っ
て
は

感
染
拡
大
の
防
止
に
結
び
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、HIV

や
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
差
別
や
偏

見
の
な
い
社
会
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

６
月
５
日
・
11
日
の

歯
科
健
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

河か
わ

口ぐ
ち

大だ
い

智ち　
（
○菊　
栄
町
）

池い
け

田だ

快か
い

成せ
い　
（
○菊　
柿
木
平
）

宮み
や

本も
と

咲さ

希き　
（
○菊　
大
琳
寺
）

渡わ
た

辺な
べ

花か

音の
ん　
（
○菊　
東
原
）

肥ひ

川か
わ

春は
る

樹き　
（
○菊　
片
角
）

中な
か

林ば
や
し

愛ま
な

日び　
（
○菊　
北
原
）

中な
か

山や
ま

葵み
ず

貴き　
（
○菊　
遊
蛇
口
）

松ま
つ

寺で
ら

慶よ
し

親ち
か　
（
○菊　
立
町
）

小こ

林ば
や
し

玲れ
い

奈な　
（
○菊　
亘
）

平ひ
ら

野の

将ま
さ

貴き　
（
○七　
下
橋
田
）

坂さ
か

本も
と

昊こ
う

士し

朗ろ
う

（
○七　
間
所
）

池い
け

野の

翔し
ょ
う

也や　
（
○七　
間
所
）

松ま
つ

岡お
か

優ゆ

衣い

奈な

（
○七　
上
水
次
）

石い
し

渕ぶ
ち

竜り
ゅ
う

羽は　
（
○七　
上
水
次
）

佐さ
っ
さ々

快か
い

星せ
い　
（
○七　
新
古
閑
）

赤あ
か

星ほ
し

蒼そ
う

吉き
ち　
（
○七　
新
古
閑
）

赤あ
か

星ほ
し

凜り
ん

吉き
ち　
（
○七　
新
古
閑
）

倉く
ら

永な
が

祐ゆ

羽う　
（
○七　
流
川
）

瀬せ

口ぐ
ち

晴は
る

翔ま　
（
○旭　
南
桜
ヶ
水
）

森も
り　
慶け

い

信し
ん　
（
○旭　
新
明
団
地
）

飯い
い

星ほ
し

眞ま

琉る　
（
○旭　
新
明
団
地
）

小お

山や
ま

田だ

幸ゆ
き

永な

（
○旭　
川
辺
南
団
地
）

渕ふ
ち

上が
み

優ゆ

樹き

菜な

（
○泗　
永
）

白し
ら

井い

満ま

咲さ

人と

（
○泗　
久
米
一
）

大お
お

島し
ま

楓ふ
う

雅が　
（
○泗　
久
米
一
）

田た

代し
ろ　
詩う

た　
（
○泗　
桜
山
一
）

村む
ら

田た

怜れ

音お
ん　
（
○泗　
竹
の
下
）

牧ま
き

野の

歌か

恋れ
ん　
（
○泗　
朝
日
団
地
）

稲い
な

田だ

一い
っ

眞し
ん　
（
○泗　
田
島
団
地
）

矢や

野の

結ゆ
う

菜な　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

池い
け

田だ

陽ひ

葵ま
り　
（
○泗　
富
の
原
東
）

松ま
つ

原ば
ら

優ゆ
う

佑す
け　
（
○泗　
富
の
原
北
）

森も
り　
真ま

菜な　
（
○泗　
富
納
）

村む
ら

上か
み

那な

煌お

斗と

（
○泗　
福
本
一
）

三さ
ん

姓し
ょ
う

愛ま
な

実み　
（
○泗　
福
本
一
）

出で

口ぐ
ち

み
の
り
（
○泗　
薬
師
）

右み
ぎ

田た

梨り

乃の　
（
○泗　
泗
水
佐
野
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

　
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
①

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日
の
仕

上
げ
み
が
き
②
甘
い
も
の
を
減
ら
し
た

お
や
つ
の
工
夫
③
歯
の
質
を
強
く
す
る

た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ
化
物
塗
布
が
重

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
ぐ
る
み

で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
み
、
健
康
な

歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

平成 25年度
健康づくり標語 優秀賞

老いてなを
余る力は
人の為

岩
い わ

木
き

タエ子さん
（藤田）

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
ま
す

　

県
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
複
数
回
献

血
を
行
う
と
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
も

ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（「O

ne M
ore 

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
検
索
）

養
生
園
の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な

ど
が
行
な
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
特
定
保
健
指

導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■レッドリボン
　HIV 感染者・エイズ患者へ
の理解と支援の意思を表すシン
ボルです。エイズに関して偏見
を持っていない、エイズと共に
生きる人々を差別しないという
メッセージです。レッドリボン
を身につけることで、エイズの
ことをみんなで考えましょう。
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児童と女性部の皆さん
言葉巧みにだまそうとしてきます

「
青
少
年
の
健
や
か
な

　
　
　
　
成
長
を
願
っ
て
」

　
　
　
　

推
進
員
会
長　
光み

つ

堀ぼ
り

善よ
し

敎の
り

　　

夕
方
６
時
、
各
地
区
の
防
災
無
線

か
ら
子
ど
も
の
爽
や
か
な
声
が
響
き

ま
す
。
市
内
全
小
・
中
・
高
校
の
学

校
紹
介
や
取
り
組
み
、
青
少
年
健
全

育
成
五
訓
な
ど
を
聴
く
と
、
私
た
ち

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
放
送

は
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
で
す
。
他
に
も
、
菊

池
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
や
史
跡
め

ぐ
り
、
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会
な

ど
６
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
を
担
っ
て

い
る
の
が
、
各
校
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
青
少
年
育
成
推
進
員
で
す
。
私
も

新
米
の
推
進
員
会
長
で
は
あ
り
ま
す

が
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
も
、
青
少
年
育
成

推
進
員
だ
よ
り
を
広
報
き
く
ち
の
紙

面
に
年
３
回
掲
載
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.37

七
城
小
学
校

「
心
を
込
め
て
花
い
っ
ぱ
い
」

　

七
城
小
学
校
で
は
、
今
年
も
七
城

地
区
老
連
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
正
門
前
の
丸
い
花

壇
に
た
く
さ
ん
の
夏
の
花
を
植
え
ま

し
た
。

　

慣
れ
な
い
手
つ
き
の
子
ど
も
た
ち

に
、
根
を
支
え
な
が
ら
植
え
る
方
法

を
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
様
子
に
“
花
い
っ
ぱ
い
”
は
、

心
の
中
に
咲
く
ん
だ
な
あ
と
温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
小
さ

い
花
に
も
命
が
あ
る
こ
と
や
大
切
に

命
を
育
て
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増ま
す

永な
が

美み

佐さ

子こ

平
成
27
・
28
年
度
推
進
員
紹
介

　
　
　

会　
長　
光み

つ

堀ぼ
り

善よ
し

敎の
り

（
隈
府
）

副
会
長　
柱は

し
ら

松ま
つ

香か

澄す
み

（
龍
門
）　

副
会
長　
江え

藤と
う

継け
い

喜き

（
七
城
）

副
会
長　
岩い

わ

根ね

貴た
か

史ふ
み

（
旭
志
）

副
会
長　
宮み

や

﨑ざ
き

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
泗
水
）

広
報
委
員
長　

大お
お

賀が

朋と
も

子こ

（
旭
志
）

広
報
副
委
員
長
佐さ

さ々

木き

大だ
い

司じ

（
隈
府
）

研
修
委
員
長　
山や

ま

口ぐ
ち

順じ
ゅ
ん

子こ

（
菊
之
池
）

研
修
副
委
員
長　
園そ

の

木き

道み
ち

子こ

（
七
城
）

菊
池
北
中
校
区

・
中な

か

山や
ま

玲れ
い

子こ　
　
・
西に

し　
庸つ

ね

雄お

・
小こ

林ば
や
し

東と

洋よ

一か
ず　
・
元も

と

村む
ら

知ち

恵え

子こ

・
原は

ら

田だ　
理お

さ
む　
　
・
松ま

つ

永な
が

幸ゆ
き

雄お

・
有あ

り

田た

征せ
い

二じ　
　
・
木き

の

下し
た

雄ゆ
う

二じ

菊
池
南
中
校
区

・
山や

ま

口ぐ
ち

誠せ
い

二じ　
　
・
米よ

ね

川か
わ

富ふ

貴き

・
山や

ま

下し
た

良り
ょ
う

太た

郎ろ
う　
・
光み

つ

永な
が

明あ
き

德の
り

・
小お

川が
わ

純じ
ゅ
ん

生せ
い　
　
・
奈な

田だ

真ま
さ

史ふ
み

・
東ひ

が
し　
裕ひ

ろ

教の
り　
　
・
齋さ

い

藤と
う

小さ

百ゆ

合り

七
城
中
校
区

・
増ま

す

永な
が

美み

佐さ

子こ　
・
中な

か

村む
ら

悦え
つ

子こ

旭
志
中
校
区

・
工く

藤ど
う

清き
よ

子こ　
　
・
芹せ

り

川か
わ

え
み
子こ

泗
水
中
校
区

・
古ふ

る

川か
わ

知と
も

幸ゆ
き　
　
・
川か

わ

口ぐ
ち　
愛あ

い

・
北き

た

田だ

勝か
つ

也や　
　
・
宮み

や

本も
と

愛あ
い

子こ

・
坂さ

か

崎ざ
き

聡さ
と

子こ

組体操で見事なピラミッドを披露

児童に講演する坂本さん

菊
池
北
中
学
校

「
菊
心
祭
体
育
大
会
」

　

５
月
17
日
、
菊
池
北
中
学
校
の
菊

心
祭
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
一
意
奮
闘
」

で
す
。

　

大
会
練
習
初
日
、
３
年
生
は
運
動

場
で
学
年
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
い
い
加

減
さ
を
見
過
ご
し
た
ら
大
会
は
成
功

し
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
本
気
さ
が

問
わ
れ
ま
す
。
話
し
合
い
の
後
、
大

会
へ
の
子
ど
も
た
ち
の
意
識
が
高
ま

り
ま
す
。

　

大
会
当
日
、
各
団
の
団
長
や
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
全
校
で
取
り
組
ん
だ

男
子
の
組
体
操
。
自
分
た
ち
で
振
り

付
け
を
考
え
た
女
子
の
ダ
ン
ス
。
終

わ
っ
た
後
、
ど
の
子
の
顔
に
も
や
り

き
っ
た
満
足
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
思
い
を
一
つ
に
、
心
を
つ
な
げ

つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

佐さ

さ々

木き

大だ
い

司じ

泗
水
東
小
学
校

「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
講
演
会
」

　

６
月
９
日
に
坂さ

か

本も
と

よ
し
き
さ
ん
の

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
以
前
、食
肉
セ
ン
タ
ー

で
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
、
泣
き
な

が
ら
牛
に
話
し
か
け
て
い
た
「
ち
い

ち
ゃ
ん
」
と
い
う
女
の
子
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
牛
の
屠
畜
に

関
わ
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
坂
本
さ
ん
は
仕
事
場
に

行
き
ま
し
た
。
ち
い
ち
ゃ
ん
の
牛
は
、

最
後
ま
で
暴
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
肉
の
一
部
を
も
ら
っ
た

ち
い
ち
ゃ
ん
は
「
お
い
し
い
ね
。
お

い
し
い
ね
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
食

べ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
来
、
坂
本

さ
ん
は
「
私
た
ち
は
動
物
の
大
切
な

命
を
頂
い
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
気

持
ち
で
定
年
ま
で
務
め
た
そ
う
で
す
。

　

児
童
と
共
に
笑
い
、
涙
し
な
が
ら

再
度
「
食
育
」
の
意
味
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

坂さ
か

崎ざ
き

聡さ
と

子こ

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

年
金
情
報
流
出

　　

日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ

ス
事
案
で
は
、
年
金
情
報
の
流
出
に

よ
り
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
年
金

機
構
で
は
年
金
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

・ 

日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か

ら
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
流

出
が
確
認
さ
れ
た
人
へ
の
新
し
い

基
礎
年
金
番
号
は
、
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・ 

日
本
年
金
機
構
が
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

日
本
年
金
機
構
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

・ 

日
本
年
金
機
構
が
個
人
情
報
（
家

族
構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金
機

構
や
機
構
の
職
員
な
ど
を
名
乗
る
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
自
分
の
情

報
が
流
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

な
ど
、
心
配
な
人
は
日
本
年
金
機
構

専
用
電
話
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０
（
８
１
８
２
１
１
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分 

～

　
午
後
９
時
（
㈷
を
除
く
）

問
熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
６
１

警
察
相
談　

専
用
電
話
♯
９
１
１
０ 

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

情
報
流
出
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ 

今
回
の
不
正
ア
ク
セ
ス
で
年
金
そ

の
も
の
が
な
く
な
っ
た
り
、
減
っ

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

Ａ 

年
金
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
り
、

減
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
の
流

出
や
年
金
記
録
の
改
ざ
ん
は
、
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
流
出
し
た

基
礎
年
金
番
号
は
新
し
い
番
号
に

変
更
し
ま
す
。
番
号
が
変
わ
っ
て

も
、
他
の
年
金
記
録
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ 

流
出
し
た
情
報
を
使
い
、
な
り
す

ま
し
で
年
金
が
横
取
り
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
で
す
か
。

Ａ 

横
取
り
で
年
金
が
支
払
わ
れ
な
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
流
出

し
た
情
報
を
使
い
、
他
人
が
振
込

先
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
振
込
先
を
変
更
す
る
に
は
、

金
融
機
関
の
証
明
印
や
本
人
の
預

金
通
帳
の
写
し
な
ど
で
日
本
年
金

機
構
が
本
人
の
口
座
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
す
。

「
年
金
情
報
流
出
」を
口
実
に

し
た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

Ｑ 

年
金
の
支
払
い
に
滞
り
は
で
ま
せ

ん
か
。

Ａ 

年
金
の
支
払
い
が
滞
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
支
給
日
の
15
日
を
過

ぎ
て
も
支
払
い
が
な
い
場
合
に
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

日
本
年
金
機
構
の
不
正
ア
ク
セ
ス

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
「
不
審

電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
」
と
い
う
情

報
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

不
審
電
話
の
相
手
は
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
た
め
に
、
親
切
か
つ
巧

妙
な
語
り
口
で
話
し
て
き
ま
す
の
で

細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
こ
ん
な
言
葉
に
要
注
意
！

・ 

現
況
届
な
ど
の
書
類
を
送
付
し
た

が
返
送
が
な
い
。
現
住
所
を
確
認

し
た
い
。

・ 

医
療
費
や
納
め
す
ぎ
た
年
金
の
還

付
金
が
あ
る
の
で
、
請
求
書
を
送

国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課国 民 年 金 情 報

る
。
現
住
所
を
確
認
し
た
い
。

・ 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
っ
た
が
返
送
が

な
い
。
今
日
が
期
限
で
急
い
で
い

る
の
で
こ
の
電
話
で
質
問
に
答
え

て
ほ
し
い
。

・ 

あ
な
た
の
情
報
が
流
出
し
た
。
金

融
機
関
を
変
更
す
る
の
で
、
口
座

を
教
え
て
ほ
し
い
。

・ 

あ
な
た
の
情
報
が
流
出
し
て
、
別

人
の
年
金
が
振
り
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
引
き
出
す
必
要
が

あ
る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ
て
ほ
し
い
。

◆
こ
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す

・ 

初
め
は
優
し
く
丁
寧
な
話
し
方
で

す
。

・ 

途
中
か
ら
「
今
す
ぐ
手
続
き
し
な

い
と
年
金
が
止
ま
る
」「
窃
盗
あ
る

い
は
横
領
の
罪
に
問
わ
れ
る
」
と
、

相
手
を
焦
ら
す
言
い
方
を
し
ま
す
。

・ 

60
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
、
高
齢

者
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
ま

す
。

・ 

発
信
番
号
は
、
固
定
電
話
、
携
帯

電
話
だ
け
で
は
な
く
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）、
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
（
０
５
７
０
）
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。

・ 

同
日
や
短
期
間
に
何
度
も
掛
か
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
で
は
な

く
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
こ
と
を
勧
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

17 162015 August広報きくち2015 August広報きくち



～夏休み工作教室～
貯金箱を作ろう!

と　き　８月22日㈯　午後１時30分～３時30分
ところ　旭志公民館図書室
対　象　小学生以上
定　員　10人程度
期　限　８月15日㈯（要予約）　　
申込方法　電話または直接、旭志公民館図書室までお申し
込みください。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
色のきれいなスイカの絵本。
ついつい食べたくなります。

ゴボウ

耳より情報

泗水図書館
　黄金の時
　勁草
　誓約
　続・竹林はるか遠く
　子どもと読みたい絵本 200（洋泉社 MOOK）
　頂点への道
　ぼくと戦争の物語
　えいっ
中央公民館
　パリジェンヌのつくりかた
　みちくさ（３）
　サンジの満腹ごはん
　バラ大図鑑
　ラプラスの魔女
　ルルとララのフレンチトースト
　とおくがみえるね、ムーミントロール
七城公民館図書室
　桜の下で待っている  
　荒木飛呂彦の漫画術
　ジュニア空想科学読本（4）
　ふりかえれば名探偵
旭志公民館図書室
　ブラック・ベルベット
　アナと雪の女王ボールペンイラスト
　鬼のおっぺけぽー
　しかけがいっぱい ! 紙でつくる楽しいお家

堂
ど う

場
ば

瞬
しゅん

一
い ち

　著
黒
く ろ

川
か わ

博
ひ ろ

行
ゆ き

　著
薬
や く

丸
ま る

　岳
が く

　著
ヨーコ・カワシマ・ワトキンズ　著

　　   錦
に し

織
こ り

　圭
け い

／秋
あ き

山
や ま

英
ひ で

宏
ひ ろ

　著
漆
うるし

原
ば ら

智
と も

良
よ し

　著
高
た か

畠
ばたけ

　純
じゅん

　絵

カロリーヌ・ド・メグレ　著
菊
き く

池
ち

亜
あ

希
き

子
こ

　著
S

サ ン ジ

ANJI　著
上
う え

田
だ

善
よ し

弘
ひ ろ

　監修
東
ひがし

野
の

圭
け い

吾
ご

　著
あんびるやすこ　作

トーベ・ヤンソン　作

彩
あ や

瀬
せ

まる　著
荒
あ ら

木
き

飛
ひ

呂
ろ

彦
ひ こ

　著
柳
やなぎ

田
た

理
り

科
か

雄
お

　著
杉
す ぎ

山
や ま

亮
あきら

／中
な か

川
が わ

大
だ い

輔
す け

　作／絵

　恩
お ん

田
だ

　陸
り く

　著
ブティック社　編

夢
ゆ め

枕
まくら

　獏
ば く

　作
ムラバヤシ ケンジ　著

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

☆泗水図書館夏休み特別企画☆
★毎日おはなし会　おはなし会を毎日届けます。　
と　き　８月23日㈰まで　午後２時～午後２時30分
★読書マラソン　本を読んでスタンプを集めよう!
と　き　８月23日㈰まで
★図書館コンサート　美しい音色が図書館に広がります♪
と　き　８月15日㈯　午後２時～３時（入場無料）　　
★お楽しみ会
と　き　８月16日㈰　午後２時～３時
※詳しくは館内チラシ、ホームページをご覧ください。

万
句
の
里
俳
句
会
　

6
月
句
会

育
て
来
し
柚
子
の
は
じ
め
て
花
つ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
朋
子

佳
き
旅
の
憶
ひ
を
買
ひ
し
夏
帽
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

釣
り
糸
を
切
っ
て
逃
げ
し
は
濁
り
鮒　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

酒
蔵
や
蔦つ

た

の
若
葉
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

衣
替
て
憂う

き
こ
と
総
べ
て
脱
ぎ
据
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田　
羚
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　

6
月
例
会

二
十
幾
年
わ
か
れ
し
人
や
螢
の
夜　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

梅
雨
寒
や
背
に
力
入
れ
靴
を
履
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

走
り
梅
雨
拝
借
申
す
忘
れ
傘　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

日
暮
待
て
ず
花
火
を
せ
が
む
幼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

明あ
け

易や
す

を
覚
め
て
戰
の
日
を
憶
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
6
月
詠
草

風
薫
る
故
郷
に
帰
し
鬼
籍
入
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

に
こ
や
か
に
道
行
く
人
や
風
か
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

コ
ン
バ
イ
ン
響
く
峡
の
田
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

笑
い
声
空
に
弾
け
る
新
茶
摘
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

肥
後
狂
句
桜
会
　

6
月
例
会

狸
寝
入
り　
今
目
覚
ま
す
と
親
不
幸　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

分
の
悪
い　
諭
吉
に
加
勢
頼
ま
な
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

読
み
返
し　
リ
ス
ク
は
細
う
書
い
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

ま
じ
で
す
か　
俺
が
死
ん
だ
ら
金
庫
見
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
孝
幸

夜
の
街　
ま
だ
帰
る
に
は
早
す
ぎ
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
レ
イ
子

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

6
月
例
会

よ
か
気
色　
に
こ
に
こ
し
と
る
年
金
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

よ
か
気
色　
え
く
ろ
て
遊
び
は
っ
て
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

酒
煙
草　
二は

た

ち

十
歳
で
き
っ
ぱ
り
や
め
ま
し

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
三
水

も
ど
か
し
さ　
い
つ
に
な
つ
た
ら
キ
ス
す

る
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

二
度
寝
入
り　
目
覚
ま
し
と
め
て
又
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

七
城
短
歌
会
　

6
月
詠
草

菜
園
に
茄
子
の
小
さ
き
実
覗
く
な
り
食
材

な
ら
む
日
も
遠
か
ら
ぬ　
　
緒
方　
寛
子

花
畑
を
過
ぐ
る
風
あ
り
強
弱
に
風
車
が
ま

わ
る
我
遊
ば
せ
て　
　
　

���

木
下　
陽
子

窓
越
し
に
施
設
の
軒
先
糸
伝
い
蜘
蛛
が
巣

づ
く
る
み
る
み
る
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎　
照
代

生
き
ゆ
く
に
農
の
厳
し
さ
六
十
余
年
播
く

籾
種
子
の
今
日
な
ほ
重
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
正
俊

先
祖
祭
カ
ラ
オ
ケ
我
の
終
え
し
時
お
さ
な

児
寄
り
来
て
菜
の
花
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田　
晴
美

「
里
」短
歌
会
　

6
月
詠
草

踏
み
固
め
し
土
に
根
を
張
る
雑
草
を
深
呼

吸
し
て
は
一
本
を
抜
く　
　
安
見　
朱
實

濃
紺
の
花
瓶
に
映
え
る
花
房
は
頂
き
し
紫

陽
花「
墨
田
の
花
火
」　　

林　
　
淑
子

雑
草
と
と
も
に
抜
き
し
か
青
ジ
ソ
の
香
り

一
瞬
梅
雨
晴
れ
の
畑　
　
　
前
原　
ゆ
み

取
り
残
し
の
何
の
蔓
草
生
き
生
き
と
夏
楽

し
む
か
強
く
し
が
ら
む　
　
川
口　
敦
子

名
を
知
ら
ぬ
小
鳥
二
羽
来
て
羽
繕
い
木
漏

れ
日
遊
ぶ
庭
石
辺
り　
　
　
松
本　
和
子

　

高
齢
者
大
学
文
芸
部
　

6
月
歌
会

初は
つ

夏な
つ

の
陽
射
し
に
光
る
紅
薔
薇
の
蕾
つ
ん

つ
ん
ま
た
曾
孫
増
ゆ　
　
　
岩
木
タ
エ
子

病
押
し
務
め
励
み
し
わ
が
夫
の
叙
勲
受
賞

に
感
激
し
ば
し　
　
　
　
　
田
中　
遙
子

ゆ
す
ら
梅
つ
ぶ
ら
実
赤
く
色
づ
き
て
戴
き

植
ゑ
し
遠
き
日
偲
ぶ　
　
　
中
原　
光
子

扇
風
機
の
風
爽
や
か
に
身
に
吹
き
て
午
後

の
睡
魔
に
引
き
込
ま
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城　
雅
子

阿
蘇
山
の
火
山
灰
降
り
菊
池
ま
で
晴
天
な

れ
ど
窓
開
け
ら
れ
ぬ　
　
　
安
東　
綾
子

歩
行
車
に
委
ね
て
歩
め
ば
夕
立
の
東
に
鞍

岳
悠
然
と
耀
る　
　
　
　
　
川
口　
敦
子

※�

７
月
号
の
二
首
目
に
訂
正
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
し
て
い
ま
す
。

菊
池
短
歌
会
　

7
月
詠
草

祖お
お

母は
は

の
十
指
恋
は
ず
や
糸
車
忘
れ
去
ら
れ

し
敗
戦
の
後　
　
　
　
　
　
怒
留
湯
健
蓉

白
鷺
の
撓し

な

る
真
竹
に
陣
を
取
り
た
だ
ひ
た

す
ら
に
濁
流
睨
む　
　
　
　
林　
ま
つ
子

軒
先
に
去こ

年ぞ

の
古
巣
も
そ
の
ま
ま
に
待
て

ど
帰
ら
ぬ
今
年
の
燕　
　
　
村
上
さ
き
江

走
り
梅
雨
人
の
心
と
う
ら
は
ら
に
負
け
じ

と
群
れ
し
あ
ぢ
さ
ゐ
の
華　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
幸
臣

梅
雨
晴
れ
の
開
け
ら
れ
し
戸
に
か
い
ま
見

ゆ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
誰
を
待
つ
ら
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤　
則
子

こんにちは！七城公民館図書室です♪
　七城図書室は、七城公民館の１階にあります。６
月に新しい棚が入りリニューアルしました。現在約
１万冊を所蔵し、話題の新刊や雑誌、大型絵本など
をそろえています。
　季節毎のテーマに応じた展示も行っています。絵
本コーナーでは、靴を脱いでお子さんと一緒にゆっ
くりと本を読むことができます。勉強机もあります
ので調べものや勉強にお使いください。
　毎月第３土曜日には読み聞かせを行っています。
みなさんのご来室をお待ちしています！

私たち司書になんでもお尋ねください♪

19 182015 August広報きくち2015 August広報きくち



先
月
の
広
報
き
く
ち
で
紹
介
し
た

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。
市
外
・

県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
７
人
の
隊
員
は

現
在
、「
移
住
・
定
住
」「
文
化
」「
健
康
」

「
ブ
ラ
ン
ド
」「
癒
し
」「
観
光
」
の
６
つ

の
分
野
で
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
任
期
は
最
長
で
３
年
間
。
活
動
終
了
後

も
本
市
に
定
住
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

な
ぜ
都
会
か
ら
菊
池
市
に
移
住
し
て
き
た

の
か
。
こ
こ
で
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
物

像
や
活
動
内
容
を
、
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
お
届
け
し
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
空
き
家
調
査

や
物
件
の
情
報
提
供
を
行
う
移
住
・
定
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
２
人
で
す
。

─
な
ぜ
菊
池
市
で
協
力
隊
を
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
。

村
上　
大
き
な
理
由
は
二
つ
、
両
親
と
起

業
で
す
。
両
親
が
菊
池
市
出
身
で
、
リ
タ

イ
ア
後
に
移
住
が
決
ま
っ
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
地
方
創
生
と
い
わ
れ
る
中
、
自

分
も
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
協
力
隊
の
募
集
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

鈴
木　
も
と
も
と
は
福
岡
に
住
ん
で
い
た

の
で
す
が
、
３
年
ほ
ど
前
に
単
身
赴
任
で

千
葉
に
行
き
ま
し
た
。
体
調
を
崩
し
た
こ

と
も
あ
り
、
単
身
生
活
に
無
理
を
感
じ
て

仕
事
を
辞
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

福
岡
に
帰
省
し
た
際
、
妻
か
ら｢

菊
池
温

泉
っ
て
い
う
す
ご
く
良
い
温
泉
が
あ
る
か

ら
旅
行
に
行
こ
う｣

と
誘
わ
れ
た
ん
で
す
。

早
速
行
っ
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日

に
熊
本
で
協
力
隊
の
説
明
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
（
笑
）。
妻
に
謀
ら
れ
た
か
な

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
菊
池
に

来
れ
た
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

─
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

村
上　
先
日
開
所
し
た「
き
く
ち
暮
ら
し
」

で
、
空
き
屋
バ
ン
ク
へ
の
登
録
デ
ー
タ
作

成
や
空
き
家
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移

住
・
定
住
し
た
い
人
の
相
談
や
、
区
長
会

で
の
あ
い
さ
つ
周
り
も
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
行
事
に
も
参
加
し
、
活
動
の
様
子

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
一
度「
菊
池
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木　
ほ
か
に
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
移

住
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
も
進
め
て
い
ま

す
。

─
菊
池
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

村
上　
き
れ
い
な
水
が
印
象
的
で
す
。
天

然
水
を
直
接
飲
め
る
水
場
が
あ
る
の
は
驚

き
ま
し
た
。
知
人
に
紹
介
し
た
ら
、
す
ご

く
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
満
員

生
ま
れ
変
わ
っ
た
龍
門
小

　
２
年
前
に
閉
校
し
た
旧
龍
門
小
学
校
で

６
月
17
日
、「
癒
し
の
里
き
く
ち
『
き
く

ち
暮
ら
し
』
移
住・定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
に
は
地
元
住
民
、
行
政
、
議
会
な
ど

か
ら
多
く
の
関
係
者
が
出
席
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
紹
介
や
、
看
板
の
除
幕
式
な

ど
を
行
い
、
新
た
な
か
た
ち
で
開
校
す
る

校
舎
の
再
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
江
頭
市
長
は
「
ま
ち
を
活
性
化

す
る
た
め
、
全
国
か
ら
７
人
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
招
き
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
が
文
化
と
人
の
交
流
の
起
点
と
な
る

よ
う
、市
民
と
一
緒
に
育
て
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
龍
門
地
区
の
冨と

み

田た

一か
ず

博ひ
ろ

地

区
長
は
「
協
力
隊
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

一
つ
、
二
つ
、
三
つ
、
四
つ
と
、
地
域
に

明
か
り
を
と
も
し
て
い
き
た
い
」
と
活
動

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
ブ
ラ
ン
ド
推
進

電
車
に
揺
ら
れ
通
勤
し
、
閉
ざ
さ
れ
た
ビ

ル
の
中
で
働
く
の
で
は
な
く
、
自
然
豊
か

な
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
で
す
！

鈴
木　
や
っ
ぱ
り
水
が
い
い
で
す
ね
。
温

泉
に
も
よ
く
行
き
ま
す
し
、
水
源
に
水
汲

み
に
も
行
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
住
ん
で
い

る
人
で
す
。
最
初
は
「
区
に
入
る
」
と
い

う
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
実
際
に
転
居
し
て
き
て
地
区
の
行
事

に
参
加
す
る
と
、
皆
さ
ん
が
と
て
も
良
く

し
て
く
れ
て
。
前
号
の
広
報
の
効
果
も
あ

り
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
「
広
報
に
載
っ
て

い
た
人
だ
！
」と
言
わ
れ
る
ん
で
す（
笑
）。

都
会
で
は
煩
わ
し
か
っ
た
人
間
関
係
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

─
３
年
後
、
菊
池
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
か
。

村
上　
御
所
通
り
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
よ

う
に
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
バ
ー
な
ど

を
つ
く
っ
て
、
若
い
世
代
の
移
住
者
が
増

え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

鈴
木　
た
く
さ
ん
の
移
住
者
が
入
っ
て
き

て
活
気
が
あ
り
、
元
か
ら
住
ん
で
い
る
人

た
ち
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
辻つ

じ

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
福ふ

く

井い

浩ひ
ろ
し

さ
ん
は

「
菊
池
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
文
化
を
後

世
に
残
し
つ
つ
、
新
し
い
人
も
呼
び
込
む

力
に
な
り
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

　
セ
ン
タ
ー
に
は
３
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
勤
務
。
う
ち
２
人
は
移
住
・
定
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
と
し
て
、
移
住
・
定
住

希
望
者
に
空
き
地
や
空
き
家
の
情
報
を
提

供
す
る
ほ
か
、
移
住
・
定
住
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
に
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役

な
ど
を
担
い
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
務
め

る
村む

ら

上か
み

貴た
か

志し

さ
ん
と
鈴す

ず

木き

良よ
し

和か
ず

さ
ん
は

「
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
地
域
に
溶
け
込

み
、
移
住
者
と
定
住
者
両
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
２
人
の
協
力

隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

村
むら

上
かみ

貴
たか

志
し

 さん

出身：大阪府河内長野市
趣味：ウオーキング、硬式テニス、
日本酒
特技：何事にも好奇心旺盛なこと
座右の銘：一期一会

移住・定住コンシェルジュ

鈴
すず

木
き

良
よし

和
かず

 さん

出身：千葉県野田市
趣味：読書、ツーリング、ボルダリング
特技：好奇心旺盛でなんでも挑戦
座右の銘：つべこべ言わずにやって
みろ、それでダメなら迷わず逃げろ。

AR 動画の視聴方
法 は 39 ペ ー ジ
をご覧ください。

1式典には多くの地域住民が出席　2除幕式　3新たにできたセンターの看板と地
域おこし協力隊の皆さん　4元校舎の一室を執務室に。市民の交流施設としても活
用していく　5移住・定住支援センターに生まれ変わった旧龍門小校舎

移住・定住コンシェルジュ

地域おこし協力隊を紹介します！
Vol.01

わがまちの

3
45

癒
し
の
里
き
く
ち　「
き
く
ち
暮
ら
し
」

移
住
・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式

1
2
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今
月
は
６
月
末
ま
で
の
セ
ン
タ
ー

相
談
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
談
件
数　

・
４
月　
24
件

・
５
月　
23
件

・
６
月　
28
件

・
合
計　
75
件

相
談
内
訳　

・
苦
情　
67
件

・
問
い
合
わ
せ　
８
件

性　
別

・
男
性　
39
人

・
女
性　
33
人

・
そ
の
他
（
団
体
な
ど
）　
３
人

年
代
別

・
59
歳
以
下　
39
人

・
60
歳
代　
　
19
人

・
70
歳
以
上　
17
人

相
談
方
法

・
来
所
相
談　
17
人

・
電
話
相
談　
58
人

相
談
内
容
（
販
売
購
入
形
態
）

・
通
信
販
売　
30
件

・
電
話
勧
誘
販
売　
14
件

・
店
舗
購
入　
15
件

・
訪
問
販
売　
３
件

・
そ
の
他　
13
件

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課
入
り
口

架
空
請
求
の
相
談
件
数
が
ト
ッ
プ

　

本
市
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

架
空
請
求
、
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
架
空
請
求
相
談
件
数
が
上
位
を

占
め
て
い
て
、
全
国
的
に
も
同
じ
相

談
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が
進
む

中
で
、
ト
ラ
ブ
ル
も
複
雑
化
、
巧
妙

化
す
る
傾
向
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
自
分
で
セ
キ
ュ
リ
テ
イ

に
つ
い
て
学
び
、
個
人
情
報
を
極
力

開
示
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
悪
質
商
法

や
、
最
近
の
被
害
状
況
な
ど
を
説
明

し
な
が
ら
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め

の
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

　
「
木き

六ろ
く

竹た
け

八は
ち

塀へ
い

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
木
は
６
月
に
、

竹
は
８
月
に
伐
採
し
、
壁
は
10
月
に
塗

る
と
長
持
ち
す
る
と
い
う
意
味
。
竹
は

水
分
の
少
な
い
夏
に
切
る
の
が
「
伐
り

旬
」
な
の
で
す
。
日
本
で
は
昔
か
ら
竹

を
生
活
に
利
用
す
る
知
恵
が
あ
り
、
と

て
も
身
近
な
も
の
で
し
た
が
、
最
近
で

は
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
竹
に
触
れ
る

機
会
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
で
は
、

遊
び
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
竹
細
工
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
夏
の

オ
ス
ス
メ
は
、
参
加
者
で
孟
宗
竹
を
切

り
出
し
レ
ー
ン
づ
く
り
を
す
る
「
竹
そ

う
め
ん
流
し
」。
皆
で
協
力
す
る
こ
と

で
、
そ
う
め
ん
の
味
も
格
別
で
す
。

　
そ
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
体
験
で
き

る
の
が
「
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
」。
ナ

イ
フ
を
使
わ
な
い
で
作
れ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
竹
箸
、
竹
笛
、

竹
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
や
竹
ご
は
ん
づ

く
り
な
ど
も
体
験
で
き
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
知
恵
を
学
び
、
楽
し
い

竹
の
体
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で
　
け
ん
か
し
て

　
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で
　
な
か
な
お
り

　
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
に
　
お
じ
ぎ
し
て

　
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
に
　
な
か
さ
れ
る

　
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
は
　
そ
れ
ぞ
れ
に

　
ひ
と
つ
の
い
の
ち
を
　
も
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
者
不
詳
）

　　
こ
と
ば
に
は
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
ば
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
よ
う

と
、
七
城
地
区
で
は
、
カ
ル
タ
を
通
し

て
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
読
み
札
の
17
文
字
に
込

め
ら
れ
た
思
い
と
取
り
札
の
絵
を
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、
自
然
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
わ
り
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
に
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
象
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。出
会
い
は
あ
い
さ
つ
か
ら
。

家
庭
・
職
場
・
園
や
学
校
・
地
域
で
元

気
な
声
か
け
が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

お　
お
は
よ
う
と
　
交
わ
す
あ
い
さ
つ

　
　
こ
だ
ま
す
る

　
「
あ
れ
、
お
は
よ
う
が
返
っ
て
こ
な

い
」「
表
情
暗
い
な
」。
わ
ず
か
な
気
付

き
か
ら
、次
の
声
か
け
が
始
ま
り
ま
す
。

き　
気
付
こ
う
よ
　
言
わ
れ
て
さ
れ
て

　
　
い
や
な
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

60

119

「
こ
と
ば
の
力
」人
権
カ
ル
タ
の
取
り
組
み
か
ら　
　
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み
や
川が
わ
伊い

十じ
ゅ
う

望郷遺作展　故・谷口孝子
期　間　８月４日㈫～ 16 日㈰
　故郷の隈府を離れ 60 数年、いつも脳裏にあるのは菊池
の想

お も

い出。絵画を学び続けた作者の遺作をぜひご覧くださ
い。
第２回「戦争と平和」巡回展　きくち九条の会
期　間　８月18日㈫～ 30日㈰
　戦後 70 年、戦争を知らない人が増加しています。戦争
の実態を学び、平和な毎日が送れるように願っています。
ぜひご来館ください。

まちかど資料館企画展
「菊池に祀られる神々　古事記、日本書紀の神様展」
期　間　８月１日㈯～ 11 月 29 日㈰
　自然崇拝を起源とする日本の八百万の神々は、さまざま
な思想や宗教と融合しながら、常に日本人の心の中に生き
続けてきました。市内には多くの神社があり、そこにまし
ます神話の中の神様を紹介します。

く　
悔
し
く
て
　
泣
き
た
い
と
き
は

　
　
話
そ
う
よ

し　
知
ら
ん
ぷ
り
　
冷
た
い
風
が

　
　
吹
き
ぬ
け
る

た　
助
け
よ
う
　
心
の
叫
び

　
　
気
付
い
た
ら

　
い
じ
め
や
差
別
が
い
け
な
い
こ
と
、

ど
ん
な
に
人
を
傷
つ
け
る
か
は
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
学
び

続
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い　
い
じ
め
ダ
メ
　
心
の
傷
は

　
　
消
え
ま
せ
ん

さ　
差
別
す
る
　
心
を
な
く
す

　
　
と
り
く
み
を

り　
理
屈
で
は
　
伝
わ
ら
な
い
よ

　
　
心
ま
で

　
思
い
込
み
や
偏
見
を
な
く
す
に
は
、

正
し
い
知
識
（
歴
史
・
現
実
）
を
正
し

く
学
ぶ
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
思
い
を
も
つ

な
か
ま
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
お
か

し
い
こ
と
に
怒
り
を
も
ち
、
お
か
し
い

こ
と
を
見
抜
く
力
も
付
い
て
き
ま
す
。

か　
考
え
よ
う
　
み
ん
な
な
か
よ
く

　
　
す
る
た
め
に

み　
み
と
め
あ
い
　
励
ま
し
合
っ
て

　
　
伸
び
て
い
く

れ　
歴
史
に
は
　
未
来
を
変
え
る

　
　
カ
ギ
が
あ
る

　
人
間
関
係
や
集
団
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
は
、
自
分
が
変
わ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
鋭
い
感
性
で
気
付

い
て
、
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
今
、
菊
池
市
で
生
活
す
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
市
民
の
高
齢
化
は
大
き
な
課

題
で
す
。
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
き
た

高
齢
者
は
、
も
っ
と
大
切
に
さ
れ
て
い

い
は
ず
で
す
。

ろ　
老
人
は
　
地
域
の
た
か
ら

　
　
大
切
に

の　
乗
り
降
り
は
　
僕
に
任
せ
て

　
　
お
ば
あ
さ
ん

ち　
父
と
母
　
い
の
ち
の
バ
ト
ン

　
　
受
け
継
ぐ
よ

　
大
切
な
命
。
そ
の
命
は
多
く
の
人
の

支
え
で
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
私

た
ち
に
は
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

め　
め
ぐ
り
あ
い
　
出
会
え
た
こ
と
に

　
　
あ
り
が
と
う

ね　
ね
が
い
ご
と
　
世
界
の
人
が

　
　
な
か
よ
し
に

　
人
権
が
確
立
さ
れ
た
豊
か
な
社
会
づ

く
り
に
は
、「
こ
と
ば
の
力
」
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
真
に
生
き

た
こ
と
ば
を
発
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
日
々
の
生
活
の
中
で
学
び
合
っ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

竹そうめん流し

　

大
宰
府
か
ら
の
勧
請
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
菅
原
神
社
。
12
月
20
日
の
祭

日
の
翌
日
に
、
地
域
の
人
々
が
五
穀

豊
穣
や
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈

願
し
て
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
楽
は
、
阿
蘇
神
社
に
起
源

を
持
つ
肥
後
神
楽
の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
、
１
５
０
年
以
上
も
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
素
朴
な
太
鼓
・

笛
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、
勇
壮
な
舞

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
区
の
伝

統
的
な
も
の
を
若
者
た
ち
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
、
区
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

稗
方
神
楽

認定番号第特別 H25-6 号
　推薦者　稗方区

　

稗
方
区
民
の
氏
神
で
あ
る
こ
の
神

社
は
、
大
宰
府
の
勧
請
に
よ
り
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
肥
後
神
祠
正
鑑
に
よ

る
と
、
祭
神
は
菅
原
道
真
、
建
立
は

元
文
２
年
（
１
７
３
７
年
）、
祭
日
は

12
月
20
日
で
す
。

　

明
治
41
年
８
月
１
日
に
、
お
こ
も

り
の
火
に
よ
り
出
火
消
失
し
、
そ
の

後
明
治
44
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
１
日
、
15
日
に
は
宮
総
代
に

よ
っ
て
榊
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
に
は
地
元
の
夏
祭

り
、
12
月
20
日
に
は
嫁
と
り
祭
り
を

行
っ
て
お
り
、
12
月
21
日
に
は
稗
方

神
楽
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

菅
原
神
社

認定番号第ふるさと H26-1 号
　推薦者　稗方区

2015「夏の体験教室」展
期　間　８月１日㈯～ 30 日㈰
体験時間　午前 10 時～午後３時
　楽しい夏休み！世界に一つだけの「マイ・ハンドメイド」
作りに挑戦しませんか。気軽に参加できる体験教室を計画
しました。事前の申し込みは不要です。
　期間中、菊池南中学校美術部の作品を展示します。ぜひ
ご覧ください。
・ 毎日：クラフトパンチアート、

ストーンペイント、陶器の絵付
け体験

・㈬：つまみ細工体験
・㈮：布ぞうり体験
・㈯㈰：竹細工体験（風車や籠など）
体験料（材料費）１作品 300 円～
※ 体験内容で費用が異なります。

詳しくはお問い合わせください。
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お
知
ら
せ

家
屋
評
価
・
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す

対
象
家
屋　
１
月
２
日
～
平
成
28
年
１
月

１
日
ま
で
に
完
成
ま
た
は
完
成
予
定
の
新

築
、
増
築
、
改
築
、
解
体
し
た
家
屋

※�

簡
易
な
倉
庫
・
納
屋
・
車
庫
・
畜
舎
な

ど
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

解
体
し
た
家
屋
が
あ
る
場
合
は
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
解
体
の
登
記
ま
た
は

届
出
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
誤
っ
て

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
地
調
査　
対
象
家
屋
の
所
有
者
へ
事
前

に
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

る
日
時
で
都
合
が
悪
い
場
合
は
必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。評
価
の
際
は
押
入
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
の
内
側
の
材
質
も
確

認
し
ま
す
。

準
備
す
る
物　

間
取
り
の
分
か
る
設
計

書
、
平
面
図
、
契
約
書
、
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
、
印
か
ん

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん

　
す
で
に
お
持
ち
の
人
も
改
め
て
申
請
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
過
年
度
（
平
成
26

年
度
以
前
）
の
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
と

認
定
で
き
ま
せ
ん
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請

（
更
新
）を
受
け
付
け
ま
す

教
育
・
公
平
委
員
会

委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
委
員
に
松ま

つ

岡お
か

義よ
し

博ひ
ろ

さ
ん

（
新
任
）、
公
平
委
員
会
委
員
に
小お

川が
わ

芳よ
し

久ひ
さ

さ
ん
（
再
任
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
７
月
８
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

問
学
校
教
育
課　
☎（
25
）７
２
３
０

問
監
査
委
員
事
務
局　
☎（
25
）７
２
２
６

教育委員
松岡義博さん

公平委員
小川芳久さん

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
を

補
助
し
ま
す

　
不
特
定
多
数
の
人
が
共
同
で
利
用
す
る

建
物
の
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補　
助　
工
事
費
用
の
３
分
の
２

※
上
限
２
０
０
万
円

問
都
市
整
備
課　
☎（
25
）７
２
４
２

耐
震
対
策
費
を
補
助
し
ま
す

　
地
震
発
生
時
の
緊
急
輸
送
道
路
（
国
道

３
８
７
号
・
国
道
３
２
５
号
な
ど
）
確
保

の
た
め
、
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
要
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補　
助　
診
断
・
工
事
費
用
の
３
分
の
２

※
工
事
は
上
限
１
２
０
万
円

問
都
市
整
備
課　
☎（
25
）７
２
４
２

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
皆
さ
ん

　
す
で
に
お
持
ち
の
人
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
（
自
動
継
続
）。
現
在
お
持

ち
で
な
い
人
で
、
入
院
な
ど
で
新
た
に
必

要
と
な
る
場
合
は
申
請
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

申
請
の
方
法　
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
か
ん

（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）、
食
事
代
の
減
額
認

定
証（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
用
意
し
、

健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民

生
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
過
去
12

カ
月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
の
場
合
は
、

領
収
証
や
入
院
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項　
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は

申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の

ぼ
れ
ま
せ
ん
。
前
月
以
前
の
医
療
費
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
入
院
予
定
が
あ

る
人
な
ど
は
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

問
健
康
推
進
課
国
保･

医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

自
治
公
民
館
の
整
備
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
８
月
中
に
平
成
28
年
度
の
計
画
書
を
各

区
長
へ
配
付
し
ま
す
。
整
備
な
ど
の
計
画

が
あ
れ
ば
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業
・
補
助
額

▼
新
築
、
全
面
改
築
、
建
物
の
取
得

　

�

公
民
館
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
（
上
限
３
０
０
万
円
）

▼
自
治
公
民
館
の
整
備
（
改
造
な
ど
）

　

�

事
業
費
が
10
万
円
以
上
。
補
助
対
象
経

費
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
２
０
０
万

円
）

▼�

備
品
の
購
入　

事
業
費
が
10
万
円
以

上
。
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
1
以
内

（
上
限
50
万
円
）

提
出
期
限　
9
月
18
日
㈮

問
菊
池
市
中
央
公
民
館
☎（
25
）１
６
７
２

８月の「税」の納期限
８月 31 日㈪

問税務課
　市民税係　☎ (25)7206

●市県民税第２期
●国民健康保険税第２期
口座振替を利用している人は、８
月25日㈫に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

有
料
指
定
ご
み
袋
の
景
品
使
用

は
禁
止
し
て
い
ま
す

　
一
般
の
商
店
や
企
業
が
有
料
指
定
ご
み

袋
を
購
入
し
、
景
品
な
ど
に
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
有
料
指
定
ご
み
袋
の

料
金
は
、
市
販
の
ご
み
袋
の
よ
う
に
商
品

と
し
て
の
代
金
で
は
な
く
、
市
が
定
め
る

ご
み
処
理
手
数
料
の
額
で
す
。

　
ご
み
処
理
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
で
ご

み
の
排
出
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の
が
、
景

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
手
当
の
受
給
は
本
人
、

父
、
母
、
同
居
の
家
族
な
ど
の
所
得
に
よ

っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
①
～
⑨
に
該
当
す
る
、
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
ま
で
の
間

（
児
童
に
一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
）
に
あ
る
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
、
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。

　
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

支
給
要
件　
①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
③
父
ま

た
は
母
に
重
度
障
が
い
（
国
民
年
金
の
障

害
等
級
１
級
程
度
）
が
あ
る
児
童
④
父
ま

た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童
⑥
父
ま
た
は
母
が
裁

判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児

童
⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
⑧
母
が
未
婚
で
生

ま
れ
た
児
童
⑨
⑧
に
当
た
る
か
明
ら
か
で

な
い
児
童

支
給
額（
月
額
）
児
童
１
人
４
万
２
千
円

～
９
９
１
０
円
、
２
人
目
５
千
円
加
算
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
３
千
円
加
算

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

介護予防ミニ講座
高齢者のための食中毒予防について～夏編～

　食中毒は、その原因となる細菌やウイルスが、
食べ物や飲み物と一緒に体に入ることで起こり
ます。今回は日常生活で気をつけたいポイント
について説明します。
■食品の購入
①消費・賞味期限を確認して購入しましょう。
② これからの季節は外気温が高くなります。生

鮮食品を購入したら氷などを利用し寄り道せ
ずに帰宅しましょう。

■冷凍食品
① 解凍は冷蔵庫で行いましょう。急ぐ場合は電

子レンジを利用しましょう。常温や流水での
解凍は、菌が繁殖しやすい温度になりやすい
ため避けましょう。

②再冷凍は避けましょう。
■調理
① 生で食べるものは肉や魚などに触れないよう

にしましょう。
② 肉や魚の加熱は十分に行いましょう。目安は

中心温度 75℃ 1 分間以上です。
③ もし調理を途中で止めたら、冷蔵庫で管理し

ましょう。 
問高齢支援課地域包括支援係　　☎ (25)7216

品
な
ど
で
交
付
す
る
と
減
量
意
識
が
薄
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
景
品
や

サ
ー
ビ
ス
品
お
よ
び
贈
り
物
と
し
て
使
用

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

を
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
超
過
で
支
給
額

が
0
円
の
人
も
含
み
ま
す
。
対
象
者
に
は

関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
現
況
届

を
提
出
し
ま
し
ょ
う

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

対
象
手
当　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当

提
出
期
間　
▼
児
童
扶
養
手
当　
８
月
３

日
㈪
～
31
日
㈪
▼
そ
の
他
の
手
当　
８
月

11
日
㈫
～
31
日
㈪

受
付
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　
※
本
庁
の
み
提
出
期
間
中

の
水
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

受
付
場
所　
▼
児
童
扶
養
手
当　
子
育
て

支
援
課
（
３
番
窓
口
）、
各
総
合
支
所
総

務
民
生
課
▼
そ
の
他
の
手
当　

福
祉
課

（
10
番
窓
口
）、
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

問
児
童
扶
養
手
当　
子
育
て
支
援
課

　
☎（
25
）７
２
１
４

問
そ
の
他
の
手
当　
福
祉
課

　
☎（
25
）７
２
１
３　

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
県
下
の
河
川
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
の
コ
イ
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
イ
特
有
の
病
気
で
、
死
亡
率
が

非
常
に
高
く
感
染
力
も
強
い
病
気
で
す
。

　
発
病
す
る
と
目
立
っ
た
外
部
症
状
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
行
動
が
緩
慢
と
な
っ
た

り
、
餌
を
食
べ
な
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
ま
す
。
コ
イ
以
外
の
魚
や
人

へ
の
感
染
は
な
く
、
感
染
し
た
コ
イ
を
食

べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
取
っ
た

コ
イ
を
他
の
河
川
な
ど
に
放
流
す
る
こ
と

を
禁
止
し
ま
し
た
。
取
っ
た
コ
イ
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務

局　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
５
６
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

お
口
の
中
は
健
康
で
す
か

歯
周
疾
患
検
診

　
歯
ぐ
き
が
腫
れ
る
、
歯
磨
き
を
す
る
と

血
が
出
る
、
朝
起
き
た
と
き
に
口
の
中
が

ネ
バ
ネ
バ
す
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
歯
周
病
の
症
状
に
気
付
か
ず
に
い

る
と
、
歯
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
動
脈
硬

化
や
心
臓
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
が
歯
周
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
周
病
を
改
善

す
る
と
糖
尿
病
の
症
状
が
良
く
な
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
続

け
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
歯
周

病
予
防
が
大
切
で
す
。

対
象
者　
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
（
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
）

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

期　
間　
８
月
１
日
㈯
～
10
月
31
日
㈯

と
こ
ろ　
市
内
の
指
定
歯
科
医
院

検
診
内
容　
歯
周
組
織
検
査
、結
果
説
明
、

歯
科
保
健
指
導
な
ど

個
人
負
担
金　
　
60
歳
以
下　
千
円

　
　
　
　
　
　
　
70
歳　
５
０
０
円

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

介
護
保
険
負
担
限
度
額
の

認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
際
の
食
費
と
居
住

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
ポ
ス
タ
ー
の
部

テ
ー
マ　
「
明
る
い
選
挙
」

サ
イ
ズ　
画
用
紙
の
四
ツ
切
（
５
４
２
㍉

２
０
１
５
「
肥
後
の
水
と
み
ど

り
の
愛
護
賞
」
募
集

　
水
と
緑
の
資
源
保
全
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
県
内
の

団
体
・
個
人
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象

　
水
資
源
の
涵
養
・
保
全
・
節
水
、
水
質

汚
染
防
止
、
緑
化
推
進
な
ど
の
活
動
を
最

低
2
年
以
上
継
続
し
て
い
る
団
体
や
企

業
、
個
人
な
ど
。

応
募
期
限　
8
月
21
日
㈮

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

公
益
財
団
法
人
「
肥
後
の
水
と
み
ど
り

の
愛
護
基
金
」

　
☎
０
９
６（
３
５
１
）３
８
８
２

第
17
回
熊
日
旗
菊
池
市
民
ナ
イ
タ

ー
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

と　
き　
９
月
１
日
㈫
～
２
週
間
程
度

と
こ
ろ　
菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　
８
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人
。（
学
生
は
除
く
）

参
加
料　
１
チ
ー
ム
５
千
円

申
込
期
限　
８
月
21
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
39

と　
き　
8
月
16
日
㈰

パ
ー
ト
Ａ　
午
後
１
時
～
４
時

パ
ー
ト
Ｂ　
午
後
２
時
～
５
時

と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設
「
オ
ー

ク
ス
プ
ラ
ザ
」

応
募
資
格

　
パ
ー
ト
Ａ　
20
歳
～
45
歳

×
３
８
２
㍉
）、
八
ツ
切
（
３
８
２
㍉
×

２
７
１
㍉
）
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
大
き

さ
の
も
の
。

対
象
者　
小
学
生
～
高
校
生

※�

必
ず
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
習
字
の
部

テ
ー
マ　
小
３
「
代
表
」、小
４
「
政
治
」、

小
５
「
投
票
」、小
６
「
選
挙
」、中
１
「
義

務
」、
中
２
「
国
民
主
権
」、
中
３
「
地
方

自
治
」

サ
イ
ズ　
和
半
紙
（
33
㌢
×
24
㌢
）

対
象
者　
小
学
生
～
中
学
生

※�

必
ず
、
和
半
紙
左
に
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
共
通
事
項

応
募
方
法　
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
総
合

支
所
総
務
民
生
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
期
限　
９
月
11
日
㈮

表
彰
・
そ
の
他　
入
賞
者
に
は
記
念
品
と

賞
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
●申
選
挙
管
理
委
員
会
☎（
25
）７
２
０
１

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
パ
ー
ト
Ｂ　
男
45
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
女
40
歳
以
上

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
履
歴
書
、
写
真
（
上
半
身･

葉
書
サ
イ
ズ
）
３
枚
、
返
信
用
封
筒
（
本

人
の
宛
先
名
記
入･

82
円
切
手
貼
付
）
を

同
封
し
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡

は
っ
ぴ
ぃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

happy1592.justhpbs.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）

※
別
途
入
会
登
録
費
千
円

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
〒
８
６
９

－

１
２
２
１

　
菊
池
郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２

　
江え

藤と
う
南な

美み

枝え

　
☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

　
中な
か
山や
ま
久ひ
さ
代よ

　
☎
０
９
０（
１
５
１
９
）６
８
８
７

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で

す
。
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険

（
失
業
保
険
）
な
ど
を
受
け
な
が
ら
職
業

訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
①
合
志
市　
②
山
鹿
市

訓
練
科
目　
①
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
、電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
施
工
技
術
科
、
ビ
ル

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

熊
本
県
職
員

警
察
官
の
採
用
試
験

試
験
の
種
類

①�

短
期
大
学
卒
業
程
度
（
学
校
図
書
館
事

お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

実
践
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　
出
産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
就
業
ブ
ラ

ン
ク
の
不
安
を
解
消
し
、
働
き
た
い
お
母

さ
ん
の
再
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
再
就

職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
再
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
託
児
付
き
で
す
。

　
受
講
要
件
や
申
込
書
様
式
な
ど
は
県
し

ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
24
日
㈪

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
自
己
負
担
）

問
●申
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
１
）０
５
０
０

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 6 月 17 日 曇り 0.019 
泗水総合支所 6 月 25 日 晴れ 0.023
七城総合支所 7 月 8 日 晴れ 0.024 
菊池市役所 7 月 8 日 晴れ 0.031 

※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結
果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

6 月 17 日 曇り 0.043
6 月 25 日 晴れ 0.042
7 月 8 日 晴れ 0.039 

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

務
）

②�

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、
警

察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、
農

業
土
木
、
林
業
）

③�

免
許
資
格
職
（
臨
床
検
査
技
師
、
看
護

師
）

④
警
察
官
Ｂ

⑤�

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員
採

用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、警
察
事
務
、

教
育
事
務
）

申
込
期
限

　
８
月
28
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日

①
～
③
９
月
27
日
㈰

④
10
月
18
日
㈰　
⑤
10
月
25
日
㈰　

問
●申
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

設
備
サ
ー
ビ
ス
科　

②
経
理
事
務
パ
ソ
コ
ン
科

募
集
期
間　

①
８
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

②
８
月
18
日
㈫
～
９
月
２
日
㈬

訓
練
期
間　

①
10
月
２
日
㈮
～
平
成
28
年
３
月
29
日
㈫

②
８
月
18
日
㈫
～
12
月
28
日
㈪

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

　
個
人
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
（
プ

ロ
も
可
）
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
観
覧

は
無
料
で
す
。�

展
示
場
所　
わ
い
ふ
一
番
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
隈
府
１
番
地
）�

開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
㈪
休
館�

出
展
料
金　
１
日
当
た
り
４
７
２・５
円

そ
の
他　
２
週
間
単
位
で
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
市
内
の
保
育
所
（
園
）、
幼

稚
園
、
学
校
お
よ
び
社
会
教
育
団
体
が
教

育
上
利
用
す
る
場
合
、
市
民
が
ま
ち
づ
く

り
や
文
化
の
振
興
上
利
用
す
る
場
合
は
減

免
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

問
わ
い
ふ
一
番
館

　
☎（
24
）６
６
３
０

「
わ
い
ふ
一
番
館
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
展
者
募
集

費
（
滞
在
費
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

で
す
。

対
象
者　
①
～
③
を
全
て
満
た
す
人

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

②
配
偶
者
が
住
民
税
非
課
税
の
人

③
預
貯
金
な
ど
の
合
計
額
が
基
準
額
以
下

の
人
（
配
偶
者
が
い
な
い
人
１
千
万
円
以

下
、�

配
偶
者
が
い
る
人
２
千
万
円
以
下
※

夫
婦
の
合
計
額
）

受
付
場
所　
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
衛
生
福
祉
係

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
申
請
書
▼
同
意
書
（
本
人
お

よ
び
配
偶
者
が
記
名
・
押
印
し
た
も
の
）

▼
前
回
の
負
担
限
度
額
認
定
証
（
も
も
色

の
カ
ー
ド
）
▼
預
貯
金
な
ど
の
金
額
が
確

認
で
き
る
も
の
の
写
し
（
銀
行
名・支
店・

口
座
番
号
・
名
義
が
分
か
る
部
分
、
申
請

日
の
２
カ
月
前
か
ら
の
期
間
で
最
終
の
残

高
が
分
か
る
部
分
の
写
し
▼
世
帯
全
員
分

の
課
税
状
況
と
合
計
所
得
金
額
が
分
か
る

課
税
証
明
書
（
１
月
２
日
以
降
転
入
し
た

場
合
に
限
る
）

　
認
定
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

在宅パソコン
技能習得科

身体障がいのうち上下
肢障がい・内部障がい、
精神障がい、難病

７人

e －ランニング
によりワード・
エクセルの技術
習得。月に１回
スクーリング。

８月 10 日㈪～
９月 30 日㈬

11 月５日㈭～
平成28 年
１月 29 日㈮

㈱アトライズ
熊本市西区上代
7-3-40

ビジネス
技能資格
取得科

（在職者訓練）

身体障がいのうち上下
肢障がい・内部障がい、
聴覚障がい、精神障が
い、発達障がい、難病、
高次脳機能障がい

５人

企業で求められ
ているパソコン
技 能 を 習 得 し、
資格取得まで目
指す。

～９月 30 日㈬
テキスト代
3,000 円～
6,000 円（税抜）
程度

11 月～
平成 28 年１月
週２日
２時間程度
夕方実施予定

特定非営利活動法
人 ア イ・ ネ ッ ト
ワークくまもと
熊本市中央区水前
寺６-51-3 シティ
ビル水前寺３F

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

菊
池
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
明
る
く
豊
か

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

内　
容　
下
表
の
と
お
り

※�

受
講
料
は
開
講
式
時
に
徴
収
し
ま
す
。

途
中
で
辞
め
て
も
受
講
料
は
返
還
し
ま

せ
ん
。

申
込
期
限　
８
月
19
日
㈬　
午
後
５
時

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
ま
た
は
教
育
委

員
会
各
分
室
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。
申
込
者
に
は
、
締
め
切
り
後
に
開

講
式
へ
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課

　
☎（
25
）７
２
３
４

　
教
育
委
員
会
各
分
室

教室名 講師名 日　程 回数 時　間 受講料 定員 ところ 内　容

ストレッチ＆
エアロビクス

菊池“ゆ”ったりスポーツクラブ 
坂
さ か

田
た

はるみさん
（健康体操指導士）

毎週㈮
10月９日～
11月下旬

全５回 午前10時
～11時

1,500円
保険料
含む

10人
程度

泗水公民館
軽運動室

ストレッチ・筋力トレーニング・リズ
ムに合わせたソフトエアロビクス
で、メリハリボディを目指しましょ
う !(^^)!

初心者からの
バドミントン

菊池“ゆ”ったりスポーツクラブ 
坂田はるみさん

（健康体操指導士）

毎週㈪ 
10月19日～ 

11月中旬
全５回 午後７時30分

～９時30分
1,500円
保険料
含む

20人
程度

菊池体育
センター

初心者大歓迎。
基本からゲームを楽しみ体力アッ
プ。

大人のスレッ
チ＆新体操

菊池“ゆ”ったりスポーツクラブ 
坂田はるみさん

（健康体操指導士）

毎週㈰ 
10月11日～ 

11月下旬
全５回 午前10時

～正午
1,500円
保険料
含む

20人
程度 泗水体育館

新体操のリボンやフープボールを
使って曲に合わせて踊りましょう♪
体幹を鍛えるトレーニングも行いま
す。

初めてのレ
ガッタ教室 菊池市ボート協会

毎週㈫ 
８月25日～ 

9月下旬
全５回 午後５時30分

～６時30分
1,500円
保険料
含む

20人
程度

斑蛇口湖
ボート場

日本ボート協会2,000㍍Ｂ級認定
コースでボートを漕いでみません
か？初心者の人、１人での申し込み
大歓迎です！

水泳教室
㈱東京ドームスポーツ 

城
し ろ

本
も と

大
だ い

樹
き

さん 
（健康運動指導士　水泳指導員）

毎週㈮ 
９月４日～ 
11月中旬

全10回 午後２時
～午後３時

3,000円
保険料
含む

20人
程度

菊池南中学校
屋内プール

クロールと背泳ぎを行う予定です。
水中運動をとことんやってみましょ
う !!

リラックス
ヨガ

菊池“ゆ”ったりスポーツクラブ 
日
ひ

高
だ か

淳
じゅん

子
こ

さん 
（スポーツインストラクター）

毎週㈭ 
９月３日～ 
12月上旬

全10回

朝の部
午前10時

～11時30分
夜の部

午後７時30分
～９時

3,000円
保険料
含む

10人
程度

朝の部
泗水公民館

夜の部
菊池市勤労青
少年ホーム

呼吸とポーズを同調させ、体のゆが
みを整えます。代謝向上、浄化作用

（デトックス）を促し、精神的な爽快
感も期待できます。朝の部または夜
の部どちらかお選びください。

と　
き　
８
月
20
日
㈭

　
受
付　
午
後
７
時
～

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

内　
容　

① 

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ソ
フ
ト
ス
テ
ッ
プ

＆
優
し
い
筋
ト
レ
」

②�

１
日
10
分
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ト
レ
活
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
に
挑
戦

③�

ミ
ニ
講
話「
脳
の
働
き
さ
ら
に
ア
ッ
プ
」

対
象
者　
市
内
在
住
で
医
師
に
よ
る
運
動

の
制
限
が
な
い
人

定　
員　
先
着
30
人

参
加
料　
３
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴
（
室
内
用
）、
水
筒
（
水
分
補
給
）、

筆
記
用
具
、
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ポ

第
５
回
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　
古
文
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
初

め
て
の
く
ず
し
字
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
料
無
料
で
す
。
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
１
日
㈭
・
15
日
㈭
・
29
日

㈭
（
全
３
回
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
小
研
修
室

募
集
人
員　
30
人
程
度　

募
集
締
切　
９
月
18
日
㈮

問
●申
生
涯
学
習
課
菊
池
市
中
央
公
民
館

　
☎（
25
）１
６
７
２

古
文
書
初
級
講
座

受
講
生
募
集

　
市
内
の
温
泉
・
旅
館
・
観
光
資
源
を
利

用
し
た
２
泊
３
日
の
健
診
お
よ
び
保
健
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
　

１
期　
９
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

２
期　
９
月
14
日
㈪
～
16
日
㈬

対
象
者　
※
①
～
③
を
全
て
満
た
す
人

①�

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
年
齢

41
歳
以
上
65
歳
未
満
）
で
特
定
健
診
を

平
成
26
～
28
年
度
の
３
回
継
続
し
て
受

診
す
る
見
込
み
の
人

②�

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果
が
Ｂ

Ｍ
Ｉ
25
以
上
、
腹
囲
男
性
85
㌢
、
女
性

90
㌢
以
上
の
人
（
糖
尿
病
治
療
中
の
人

は
除
く
）

③�

特
定
健
診
で
血
糖
、
脂
質
、
血
圧
が
高

め
と
指
摘
さ
れ
た
人

参
加
費
用　
無
料　
※
昼
食
代
３
回
は
実

費
（
３
千
円
程
度
）
で
す
。

ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
ス
テ
イ

㏌
菊
池

　
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
介
護
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
講
座
内
容

や
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　
各
講
座
2
週
間
前
ま
で

Ⓗhttp://w
w
w
.saw

ayaka.or.jp

問
●申
熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
９
１

県
民
介
護
講
座

受
講
生
募
集

県
立
装
飾
古
墳
館
定
期

体
験
教
室
参
加
者
募
集

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
企
画
と
し
て

４
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
琥
珀
勾
玉

づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
琥
珀
を
削
っ

て
美
し
い
勾
玉
を
作
り
ま
す
。

と　
き　
９
月
26
日
㈯　

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
県
立
装
飾
古
墳
館　

材
料
費　
千
円

申
込
受
付　
８
月
１
日
㈯
～
（
要
予
約
）

募
集
人
数　
１
０
０
人
（
先
着
）

問
●申
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎
０
９
６
８（
36
）２
１
５
１

さ
く
ら
基
金

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
さ
く
ら
基
金
は
市
の
木
で
あ
る
桜
の
保

護
育
成
を
目
的
と
し
た
基
金
で
す
。

　
清
掃
・
植
樹
な
ど
の
活
動
や
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ポ
ー

タ
ー
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

▼
一
般
寄
附
金

▼�

さ
く
ら
オ
ー
ナ
ー
寄
附
金
一
口
３
万
円

（
桜
を
植
樹
し
名
札
を
付
け
ま
す
）

▼
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
（
年
会
費
）

　
個
人
会
員　
　
千
円

　
法
人
会
員　
１
万
円

問
●申
菊
池
さ
く
ら
基
金
・
さ
く
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
事
務
局
（
菊
池
観
光
協
会
内
）

　
☎（
25
）０
５
１
３

イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
日
々
の
記
録
表
（
記
録

済
み
分
）、
い
き
い
き
ノ
ー
ト
（
記
録
済

み
分
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
国
保
医
療
給
付

係
、
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
、
菊
池
養

生
園
保
険
組
合
の
い
ず
れ
か
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
険
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

募
集
人
員　
若
干
名

申
込
期
限　
８
月
14
日
㈮

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
早
め
に
締
め
切
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
険
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
校
舎
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地

を
貸
し
た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借

り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ

の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
生
募
集

　
農
業
者
の
学
び
を
支
援
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

前
期　
７
月
～
９
月　
本
校　
県
南
校

後
期　
10
月
～
３
月　
本
校　
県
南
校

受
講
料　
無
料　
※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）６
６
０
０
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
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専
門
委
員
が
あ
な
た
の
悩
み
を
お
伺
い

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
。
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
第
３
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ

　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階
婦
人
研
修
室

相
談
内
容　
▼
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近

な
人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に

悩
ん
で
い
る
▼
職
場
で
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
▼
性
別
に
よ
る
不
当

な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る
▼
市

が
実
施
す
る
施
策
で
男
女
共
同
参
画
の
推

進
を
阻
害
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
苦
情
・
要
望
な
ど　
※
判
決
や
裁
判

な
ど
に
よ
り
確
定
ま
た
は
係
争
中
の
事
案

な
ど
に
つ
い
て
は
調
査
し
ま
せ
ん
。

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
お
よ
び

在
学
中
の
人

申
込
方
法　
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
男

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

女
共
同
参
画
推
進
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員

▼
偶
数
月
担
当

　
鹿か

せ
じ
ま
瀬
島
正せ
い
ご
う剛
さ
ん
（
弁
護
士
）

▼
奇
数
月
担
当

　

�

竹た
け
し
た下
元も
と
こ子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ

ン
ズ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
熊
本

代
表
）

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓕ（
25
）２
９
２
９

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

ラ
ブ
ベ
ン
チ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
１
５

　

癒
や
し
の
里
は
「
愛
の
里
」。
カ
ッ
プ

ル
が
仲
睦
ま
じ
く
座
っ
て
憩
う
こ
と
が
で

き
る
、
二
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
（
イ
ス
）
の

デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

賞
金
・
副
賞

▼�

グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
作
品
）�

賞
金
20
万
円

（
現
金
15
万
円+
商
品
券
５
万
円
相

当
）
副
賞　

菊
池
米
１
年
分
（
60
㌔
）

ま
た
は
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼�

優
秀
賞
（
２
作
品
）
賞
金
５
万
円
（
現

金
４
万
円+

商
品
券
１
万
円
相
当)

副
賞　
七
城
メ
ロ
ン
２
玉

応
募
資
格　
▼
年
齢
や
プ
ロ
ア
マ
は
問
い

ま
せ
ん
▼
連
名
や
企
業
で
の
応
募
、
複
数

点
の
応
募
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
１
人

ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
作
品
し
か

二
次
選
考
を
通
過
し
ま
せ
ん
▼
本
人
が
作

成
し
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

り
ま
す
▼
応
募
い
た
だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
画

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
▼
11
月
22
日
㈰
の
表
彰
式
に

出
席
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
▼
表
彰
式
出

席
に
か
か
る
旅
費
な
ど
は
賞
金
に
含
ま
れ

ま
す
。

応
募
方
法　

Ａ
３
以
下
の
サ
イ
ズ
の
紙

に
、
形
状
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
描
き
、

都
市
整
備
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
８
月
14
日
㈮　
※
直
接
持
ち

込
み
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
。

著
作
権
な
ど　
グ
ラ
ン
プ
リ
・
優
秀
賞
の

作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
菊
池
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

発　
表　
９
月
上
旬

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
、
ベ
ン
チ
完

成
ま
で
製
作
に
係
る
監
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ベ
ン
チ
の
作
成
費
用
が
50
万
円

以
内
で
あ
る
た
め
、
作
成
に
当
た
っ
て
意

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
表
後

で
あ
っ
て
も
不
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は

取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
の
た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
男
性
を
対
象
と

し
た
家
族
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
男

性
介
護
者
な
ら
で
は
の
困
り
事
や
心
配
事

を
当
事
者
同
士
で
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

互
い
の
状
況
を
話
す
こ
と
、
情
報
交
換
す

る
こ
と
で
分
か
り
合
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
６
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
座
談
会
、
そ
の
他
（
認
知
症
に

関
す
る
講
話
を
予
定
）

申
込
期
限　
８
月
５
日
㈬

そ
の
他　
今
年
度
は
3
回
開
催
予
定
。
料

理
教
室
や
介
護
教
室
を
計
画
中
で
す
。

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

無
料
相
談
窓
口

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
建
築
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。契
約
前
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
内
容　
業
者
選
び
の
注
意
点
、
リ
フ

ォ
ー
ム
の
優
先
順
位
、
見
積
書
の
内
容
や

適
正
金
額
な
ど　
※
特
に
外
壁
塗
装
、
屋

根
工
事
、白
蟻
工
事
は
注
意
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
生

か
し
就
業
で
き
る
よ
う
、
職
場
開
拓
と
職

業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日　
毎
週
㈪
㈬
㈮　
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

問 

県
北
広
域
本
部
福
祉
課
内
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所

　
☎（
24
）２
１
２
５

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働
相
談

　
相
談
員
社
会
保
険
労
務
士
の
相
談
員
が

応
対
し
ま
す
。

相
談
日
・
テ
ー
マ

８
月
12
日
㈬　

�「
解
雇
、退
職
勧
奨・退
職
、

雇
い
止
め
に
つ
い
て
」

８
月
26
日
㈬　

�「
労
働
時
間
、休
日・休
暇
、

賃
金
に
つ
い
て
」

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

※�

そ
の
他
の
労
働
相
談
も
受
け
ま
す
。

問
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

（
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
性
暴
力
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
を
支
援
す

る
た
め
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま

し
た
。
女
性
相
談
員
が
電
話
や
メ
ー
ル
で

相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
な
ど
へ
の
付
き
添
い
も
行
い
ま
す
。

相
談
・
支
援
は
無
料
で
す
。

問
ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と

　
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
12
月
28
日
午

後
10
時
～
１
月
４
日
午
前
10
時
を
除
く
）

☎
０
９
６（
３
８
６
）５
５
５
５

Ⓜ�your-side@
k-v-support.jp

昨年できたラブベンチ（院の
馬場ポケットパーク）

月
１
回
出
前
相
談
窓
口
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
25
日
㈫　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
あ
い
ぽ
ー
と
（
熊
本
市
中
央
区

大
江
５
丁
目
１
番
１
号
）

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
住
宅
相
談
窓

口　
☎
０
９
６（
２
８
５
）６
９
２
２

　

司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
29
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

面
接
相
談　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34
）

相
談
例　
友
人
・
知
人
に
お
金
を
貸
し
た

が
返
し
て
も
ら
え
な
い
、
毎
日
残
業
し
て

い
る
の
に
ま
と
も
な
残
業
代
が
支
払
わ
れ

て
い
な
い
な
ど

電
話
相
談　
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

問
司
法
書
士　
古ふ
る
川か
わ
雅ま
さ
俊と
し

　
☎
０
９
６（
２
２
１
）６
５
７
０

身
近
な
法
律
問
題

無
料
相
談
会

女
性
や
中
高
年
の
た
め

再
就
職
相
談
会

　
座
学
講
習
会
や
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

エ
ン
ト
リ
ー
書
類
対
策
、
面
接
対
策
、
生

活
設
計
な
ど
の
個
別
相
談
も
実
施
し
ま

す
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
の
で
子

育
て
中
の
人
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　
き　
８
月
20
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　
鹿
本
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議

室　
※
託
児
は
別
室
で
行
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

定　
員　
15
人
（
要
予
約
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
●申
㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

　
☎
０
９
６（
３
６
３
）２
３
３
３
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
８
月
18
日
㈫
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

�

※�
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
重
要
性
や
課
題

に
つ
い
て
考
え
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
ど
ん
な
役
割
を
分
担
し
て
い
く
べ
き

か
、
ま
た
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん

と
共
有
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
事
前

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
９
月
５
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
大

集
会
室

講　
師　
五ご

嶋と
う

英ひ
で

美み

さ
ん（
小
学
校
教
諭
）

演　
題　
「
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
」

託　
児　
１
歳
以
上
未
就
学
児

▼
申
込
期
限　
８
月
27
日
㈭

第
16
回

き
く
ち
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

と　
き　
９
月
３
日
㈭
・
17
日
㈭
・
10
月

１
日
㈭
・
22
日
㈭
（
全
４
回
）
午
後
１
時

～
４
時

と
こ
ろ　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ヴ
ィ

ー
ブ
ル
」

内　
容　
情
報
処
理
の
知
識
習
得
▼
商
品

企
画
や
事
業
創
造
な
ど
企
画
案
の
作
成
▼

自
分
ら
し
い
働
き
方
発
見
！

こ
と
し
ご
と
カ
レ
ッ
ジ

▼�

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）・年
齢・電
話
番
号・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０　
Ⓕ（
25
）２
９
２
９

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習
や

再
就
職
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

作
成
な
ど

受
講
費　
無
料

募
集
期
間　
８
月
12
日
㈬
ま
で

対
象
者　
再
就
職
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
女
性
（
全
講
座
を
受
講
で
き
る
人
）

定　
員　
20
人

問
●申
ミ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
こ
と
し
ご

と
事
務
所

　
☎
０
９
６（
２
８
５
）７
８
４
６

　
Ⓜkotoshigoto@

m
use-p.co.jp

イ
ベ
ン
ト

　
大
戦
に
よ
る
戦
没
者
の
慰
霊
と
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
る
た
め
に
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
8
月
15
日
㈯
午
前
11
時
50
分
～

と
こ
ろ�

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル�

問
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）7
2
1
3

平
成
27
年
度

菊
池
市
戦
没
者
追
悼
式

第
35
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
キ
ク
チ
ノ
和
の
中な

か

野の

宏ひ
ろ

美み

氏
と
古ふ

る

田た

恵え

莉り

氏
を
招
き
、
菊
池
養

生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
参
加
費
不
要
で
す
。

と　
き　
８
月
22
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
５
０

　
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
川
と
海
を
守
る

た
め
、
河
川
と
海
岸
の
一
斉
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー

て
い
ま
す
。

と　
き　
８
月
30
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　
受
付　
午
前
６
時
40
分
～

　
　
　
　
午
前
７
時
～
９
時

集
合
場
所　
旭
志
総
合
支
所

清
掃
場
所　
旭
志
総
合
支
所
周
辺
河
川
沿

いそ
の
他　
▼
ご
み
袋
は
当
日
会
場
で
配
布

し
ま
す
▼
手
袋
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
熱

中
症
を
予
防
す
る
た
め
帽
子
や
タ
オ
ル
、

水
筒
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
▼
環
境
保

護
の
た
め
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

と　
き　
８
月
14
日
㈮�

午
前
10
時
開
場

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

入
場
料　
無
料

内　
容

▼
上
映
映
画
「
ロ
ラ
ッ
ク
ス
お
じ
さ
ん
の

第
６
回
し
す
い
孔
子
公
園 

映
画
ま
つ
り

　
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
品
物
を
会
場
で

下
見
し
た
う
え
で
入
札
を
行
い
ま
す
。

　

落
札
者
は
そ
の
場
で
代
金
を
支
払
い
、

品
物
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
売
物
件　
約
２
０
０
点
（
予
定
）

と　
き　
８
月
30
日
㈰

　
開
場　
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　
合
志
市
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

（
合
志
市
御
代
志
１
６
６
１

－

16
）

入　
札

　
１
回
目　
午
前
10
時
30
分

　
2
回
目　
午
前
11
時
30
分
（
予
定
）

必
要
な
も
の　
▼
印
か
ん
（
認
印
可
・
法

人
の
場
合
は
代
表
印
）
▼
購
入
代
金
▼
身

分
証
明
証
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
▼

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

菊
池
地
域
合
同
公
売
会

公売物件の例

DVDレコーダー

絵画

茶碗

　
特
設
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
ヤ
マ
メ
を
軍
手
な

ど
使
わ
ず
素
手
で
捕
ま
え
ま
す
。
捕
っ
た

ヤ
マ
メ
は
そ
の
場
で
焼
い
て
食
べ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

と　
き　
８
月
16
日
㈰�

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
市
民
広
場
特
設
プ
ー
ル

対　
象　
小
学
生
以
下

参
加
費　
５
０
０
円

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
き
く
ち
観
光
物
産
館
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

（
参
加
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
の

思
い
出
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

問
き
く
ち
観
光
物
産
館　

　
☎（
25
）５
４
７
７

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
を

支
援
し
ま
す

　
小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）
の
人
材
育

成
を
支
援
す
る
た
め
専
門
的
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
材
育
成
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
高
い
技

術
を
持
つ
講
師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技

術
指
導
を
行
う
人
材
育
成
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

問（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団　

　
☎
０
９
６（
２
８
９
）２
４
３
８

秘
密
の
種
」

▼
上
映
時
間
（
２
回
上
映
）

　
①
午
前
10
時
30
分
～　
②
午
後
３
時
～

そ
の
他　
午
後
５
時
か
ら
孔
子
公
園
で
泗

水
夏
祭
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
道
の
駅
泗
水
養
生
市
場　

　
☎（
38
）６
１
０
０

そ
の
他　
▼
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
公
売
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
▼
公
売
物
件
の
引
き
渡
し
は

代
金
支
払
い
時
に
そ
の
ま
ま
お
渡
し
し
ま

す
▼
当
日
は
受
け
付
け
が
必
要
で
す
▼
未
成

年
の
入
札
参
加
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、教育、
文化、スポーツ、観光、イベント情報も配信して

います。ぜひご利用ください。すでに登録している人
には、４月上旬に登録項目変更のメールを配信します。

■登録手順
① 携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規

作成」などを選択。
② 「メール作成」画面を開いたら、宛先（TO）

に直接「kam@123123.tv」と入力し、空メー
ルを送信。
③  10 分程度で「菊池安心メールのご登録」

というメールが届きますので、メールを開
き、文章の下段にある URL（アドレス）を
選択してください。
④ 「会員登録」画面を開いたら、各自当

てはまる項目にチェックして「登録」
を選択します。

■ メールが届かなくなった人
　空メールを送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからのメール拒否
が考えられます。「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法はホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
※ 必ずドメイン「123123.tv」のみ入力するようにし

てください。
※ 現在の設定や機種、携帯電話会社の設定変更などに

よって設定の方法が異なる場合があります。不明な
点は各携帯電話会社にお問い合わせください。

■ docomo お客様サポート　☎ 0120(800)000
■ au お客さまサポート　☎ 0077(7)111
■ SoftBank カスタマーサポート　☎ 0800(919)0157

ためになるばい！

安心安全メールをご利用ください！

これで安心♪

情報充実♪

問市長公室　☎ (25)7200

←登録用２次元コード

33 322015 August広報きくち2015 August広報きくち



　楽しいイベントなど皆さんが知らせたいと思う情報を
投稿してください。編集の都合上、掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。
申込期限　掲載月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　　約 25 文字× 10 行（タイトル除く）
申込方法　原稿を直接、メール、FAX で提出してください。
問●申市長公室広報交流係
☎ (25)7252　Ⓕ (25)2322
Ⓜ kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています

市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　健康、礼儀、強さ、優しさなどを学びませんか。無料体
験あります。ぜひ気軽にお電話ください。
と　き　毎週㈫㈭　午後７時～９時
　　　　※小学生以下は午後８時 30 分まで
ところ　菊池市体育センター
問山

や ま

崎
ざ き

　☎ 090(6636)5609

NPO 法人　全世界空手道連盟
新極真カラテ菊池道場会員募集

イギリス人講師による英会話レッスン

　サマー半額キャンペーン実施中！今なら 8 月末まで入
会月のレッスン料が半額＋「おトクーポン！」との併用も
OK ♪無料体験レッスン随時実施中♪
　レッスン日など詳細は気軽にお問い合わせください。
ところ　旧菊池聖母幼稚園内（菊池郵便局前）
キッズクラス（親子・幼児・小学生）
　通常月 4,000 円 → 今なら 2,000 円！！
問●申英会話スクール ロンドン・アイ・イングリッシュ
☎ 090(9724)3640　
URL: www.londonienglish.com

夏休み！親子手作り石けん体験教室
　ペットボトルを利用して、自然素材で本格的な石けんを
作ってみませんか。事前予約をお願いします。ゴム手袋、
エプロン、保温バックかマチ付きの紙袋をご用意ください。
と　き 　８月７日㈮　午前 10 時～午後３時
※来た人から順次ご案内します（先着 20 人）
ところ　菊池市少年自然の家（キャンプ場）
参加費　親子ペア１組 1,500 円
※施設使用料として１人 100 円が別途必要です。
対象者　小学生以上のお子さんと保護者
問●申矢

や

内
な い

・横
よ こ

内
う ち

　☎ 090(4470)4031

菊池白龍館会員募集

　菊池白龍館は菊池市剣道連盟が運営する少年少女の剣道
ジュニアクラブです。初心者から剣道技術の向上まで幅広
く指導します。しかし大切にしているのは剣道を通した人
間形成です。礼儀作法や集中力・忍耐力を身につけます。
まずはお気軽に見学に来てください
と　き　毎週㈪㈭㈮　午後６時 30 分～８時
ところ　菊之池小学校体育館
会　費　月 500 円
問菊池市剣道連盟事務局　北

き た

村
む ら

☎ 090(9079)6165

おじさん世代の応援歌を歌う
名古屋の合唱団来る！

　2001 年３月 NHK テレビ「人間ドキュメント」で「お
やじ合唱団」として全国に紹介され、全国からお呼びがか
かるオヤジ合唱団が菊池にやってきます。
と　き　８月 22 日㈯　
　開場　午後１時 30 分　開演　午後２時
ところ　菊池市文化会館小ホール
入場料　1,000 円
問「OH！人生男声合唱団 ㏌ きくち」実行委員会　原

は ら

田
だ

☎ 090(8546)4594

abc♬

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.13

　差別に気付き、差別を許さず、差別をなくすこ
となどを目的に、校内人権集会を実施しました。
３学年とも事前リハーサルを行い、自分たちが学
び、みんなに訴えたいことを大きな声で発表しま
した。

七城中学校

　働くことの意義や命の大切さを学ぶことを目的
に看護出前授業を開きました。参加した生徒は「助
産師さんの話を聞いて、生まれてこない命もある
んだなと実感させられた１時間でした。いろいろ
なものに感謝していきたい」と話しました。

菊池南中学校

七城小学校

　全校児童で田植えを実施しました。この体験は
「地域の誇りを学び、受け継ぐ心を持ってほしい」
という地域住民の思いから長年続けられています。
田植えを体験した児童は「農家の人が田植えをし
ているときの苦労が分かりました。いろいろな田
植えのやり方が分かって良かったです」と笑顔を
見せました。

横一列に並んで植えました泥だらけ頑張る児童たち

場体験学習

じめや差別をなくそう！

いしいお米育てます！

職

い

お

６月12 日

７月４日

６月17 日

発表する生徒たち

命の大切さを学びました

校内人権集会

赤ちゃん人形をだっこ

みんなで一緒に考えました

装具をつけて妊婦体験

　読書に対する意欲、読書力の向上や豊かな心の
育成を目的に校内童話発表会を開催しました。各
学年の代表が、自分で選び暗唱した話を全校児童
の前で披露しました。発表した児童は皆、話しの
特徴をよくとらえ、はっきりとした声で堂々と発
表しました。

花房小学校６月23 日

堂々と発表する児童 自分の出番を待つ児童

　授業で課題を解決する力や自分の考えを発表し
たり、意見交流や討議をしたりする力の育成を目
的に、おととしから電子黒板、実物投影機、タブレッ
ト PC などを導入して授業を行っています。理科や
算数の授業で視覚的に子どもたちが分かりやすい
ように機器を活用しています。

かりやすい授業を目指して

かな心を育むために

分

豊

菊之池小学校

機器を利用した授業 タブレット PC を有効活用

６月23 日

菊池市民ゴルフ夏季大会

と　き　８月 30 日㈰　
ところ　菊池高原カントリークラブ
料　金　ビジター 11,000 円、メンバー 7,150 円
※参加費込み、食事付き。
主　催　菊池市ゴルフ協会
　競技終了後、午後６時 30 分から（午後５
時開場）菊池市民広場でお楽しみ抽選会と表
彰式を行います。
問菊池高原カントリークラブ
☎ 0968(27)1111

おしゃべりマルシェ４

　雑貨、バッグ、アクセサリー、革物、布小物などハンド
メイドの素敵な小物がそろいます。みんなでおしゃべりし
ながらマルシェを楽しみませんか。
　皆さんのお越しをお待ちしています。
と　き　８月２日㈰　午前 11 時～午後４時
ところ　松倉邸（隈府 161-8、菊池高校前）
問雑貨 bb
☎ 080(6439)5190
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。

リズムに合わせて手を重ねる園児と東正観
寺の皆さん

老人会の皆さんとふれあったよ
　菊池第２さくら幼楽園（本

ほ ん

藤
ど う

ヨシ子園長）の園児が、
地元の老人会の皆さんと交流しました。同園は今年、
園舎の改築に合わせ、地域との交流施設を建設。初め
て東正観寺老人会の皆さんが園を訪れ、真新しい交流
施設に目を輝かせていました。園児は老人会の皆さん
と一緒に童謡を
歌ったり手遊び
をしながら交流。
老人会の皆さん
は元気な子ども
たちの姿に終始
笑顔を見せてい
ました。

５月26 日　菊池第２さくら幼楽園

連覇を達成した隈府小剣道部

隈府小学校剣道部が連覇
　第 40 回熊本県剣道道場連盟少年剣道練成大会が山
鹿市総合体育館で開催され、隈府小学校が優勝しまし
た。決勝は代表戦までもつれ込む接戦となりましたが、
持ち前の勝負強さを発揮し勝利。昨年の優勝に引き続
き連覇を達成しました。主将の保

や す

田
だ

武
た け

瑠
る

くんは「みん
なで勝ち取った
優勝旗。全国で
も県代表として
優秀な成績を残
せるよう、今以
上に稽古に励み
ます」と力強く
答えました。

６月６日　熊本県剣道道場連盟少年剣道練成大会

優勝した泗水翔剣会。選手左から内
う ち

田
だ

有
ゆ

羽
う

さん（６
年）前

ま え

田
だ

未
み

結
ゆ

さん（６年）中
な か

山
や ま

綾
あ や

乃
の

さん（５年）

泗水翔剣会（泗水小）が団体戦で優勝
　第 30 回熊本県剣道道場連盟女子剣道練成大会が山
鹿市総合体育館で開催され、泗水翔剣会（泗水小）が
団体戦で優勝しました。大会には県内の道場から小学
生 26 チーム約 70 人が出場。強豪がひしめくなか接
戦を制し、栄冠を勝ち取りました。
　大将として出
場した内

う ち

田
だ

有
ゆ

羽
う

さんは「優勝で
きてとてもうれ
しいです。これ
からも稽古を頑
張ります」と笑
顔を見せました。

６月６日　熊本県剣道道場連盟女子剣道練成大会

渡り初めをする出席者

人と地域の架け橋に
　旭志新明の合志川に架かる高永新橋の開通式が現地
で行われ、約 1,000 人が出席しました。平成 20 年
に着工した市道妻越泗水線（総延長約２㌔）の最終工
区で、橋長は 43.4㍍、道路幅員は 9.25㍍。工事費は
約２億６千万円。式典では永

な が

田
た

孝
た か

房
ふ さ

区長のあいさつの
後、親子３代夫
婦代表の三

み

池
い け

豊
と よ

喜
き

さんを先頭に
渡り初めを実施。
子どもから大人
まで多くの人が
新橋の開通を祝
いました。

５月 16 日　高永新橋開通式

子どもたちはびしょぬれになりながらニジ
マスをつかまえていました

40周年春の大感謝祭
　春の大感謝祭が菊池少年自然の家であり、大勢の来
場者でにぎわいました。今年で 40 周年を迎え、記念
事業として実施。セレモニー、ダンス、合唱などのス
テージ発表のほか、ニジマスつかみ大会やフライング
ディスクゴルフ大会などのイベントがありました。体
験コーナーでは
山羊やポニーと
ふれあえる動物
ふれあい広場も
あり、子どもか
ら大人まで多く
の人が楽しんで
いました。

４月26 日　菊池少年自然の家

汗ばむ陽気の下、散策を楽しみました

初夏の緑を肌で感じよう
　視覚障がい者歩こう会が山鹿市あんずの丘で開催さ
れ、県内から会員や家族、ボランティアなど約 200
人が参加しました。会員の交流と親睦を深め、障がい
者の社会参加を目指して開催されています。
　本市からは 20 人が参加し、初夏の風が香る森の中
のコースを約１
時間かけて散策。
参加者は「いい
汗をかいた。夜
は心地よい眠り
につけそう」と
笑顔を見せてい
ました。

５月 11 日　視覚障がい者歩こう会

消防署員から胸骨圧迫の講習を受け、実践
訓練を行う参加者

地域の防災力を高める
　桜山七区の防災訓練が同区公民館であり、区民約
50 人が参加しました。同組織は本年４月に設立。今
回は初の訓練で、９月には総合防災訓練を実施する予
定です。自主防災組織の佐

さ

美
み

三
そ う

信
の ぶ

雄
お

会長は「見るのと
実践するのは大きな違いがある。これからも訓練を繰
り返し行うこと
で区民の皆さん
に関心を持って
もらい、地域の
防災意識を高め
ていければ」と
話しました。

５月 10 日　桜山七区で防災訓練

連携して土のうを運ぶ水防団

梅雨に備えて水防演習
　菊池川水防演習が七城町林原の菊池川河川敷で開催
されました。出水期を前に水防工法の習得を目的に毎
年開催されています。梅雨前線が次第に北上し、熊本
県北部で時間雨量 100 ミリを越える雨量により、堤
防からの越水や漏水が発生したという想定で実施。熊
本県北広域本部、
菊池川安全協力
会、菊池市水防
団が参加し、シー
ト張り工や土の
う積み工など水
防工法を実演し
ました。

５月 10 日　菊池川水防演習

街頭啓発パレードに出発するパトカーをみ
んなで見送りました

交通事故ゼロを目指して
　５月 11 日から 20 日まで行われる「春の全国交通
安全運動」に伴い、春の交通安全運動出発式が菊池市
民広場で行われました。当日は、交通安全関係団体の
関係者など多数参加。交通安全功労者などの表彰のほ
か、あすなろ保育園園児による交通安全宣言や歌の披
露などがありま
した。
　式典終了後は、
市内全域で街頭
啓発パレードを
行い、市民に交
通安全を呼び掛
けました。

５月 11 日　春の交通安全運動出発式
おもてなしと感謝の気持ちを込めて
５月 11 日　菊池渓谷内の清掃活動実施

　㈱荒木建設（荒
あ ら

木
き

敬
た か

博
ひ ろ

社長・木柑子）の社員など 5
人が、菊池渓谷内（広河原）の倒木撤去作業を行いま
した。同社は毎年、遊歩道の清掃活動の一環としてボ
ランティアで実施。慣れた手つきで倒木を次々と片付
けていきました。
　荒木社長は「日
頃からお世話に
なっている市民
や、渓谷を訪れ
る観光客の皆さ
んに少しでも恩
返しができれば」
と語りました。

大きな倒木をてきぱきと処理する作業員

同会のコーラスグループ「コールさわらび」
が「さわらびの歌」を披露しました

発足５０周年記念式典
　菊池郡市退職女教師会（江

え

藤
と う

由
ゆ

紀
き

子
こ

会長・会員 87
人）発足 50 周年記念式典が、泗水公民館で開かれま
した。同会は昭和 40 年４月の県女教師会発足に続き
同年８月に発足。現在は女教師会として県内で唯一
活動を続けています。江藤会長は「50 周年は皆さん
の協力があって
達成できました。
100 周年を目指
して、これから
も社会奉仕活動
や自己研鑽を続
けましょう」と
述べました。

５月８日　菊池郡市退職女教師会

水道局舎の屋根部分に防鳥ネットを設置す
る組合員

水道局施設でボランティア活動
　菊池市管工事組合（木

き

野
の

英
ひ で

明
あ き

組合長）15 業者が、
水道局施設でボランティア活動を行いました。同組合
は毎年、水道週間に合わせて活動を行っており、今回
は鳩の糞害対策として水道局舎に防鳥ネットの設置、
城山配水池、旭志西部第一・第二配水池内の場内草刈
を実施。木野組
合 長 は「 安 全・
安心な水を市民
の皆さんに届け、
水道事業を通じ
て市の発展に貢
献したい」と述
べました。

６月５日　菊池市管工事組合

37 362015 August広報きくち2015 August広報きくち



ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成28 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。

申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所
の広報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けま
す。写真のみ後日提出でも可能です。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

◆
６
月
17
日
に
、
元
龍
門
小
学
校
校
舎

を
活
用
し
て
、「
癒
し
の
里
き
く
ち
『
き

く
ち
暮
ら
し
』
移
住
・
定
住
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
所
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢

者
社
会
を
迎
え
中
山
間
地
他
で
は
空
き

家
が
目
立
つ
一
方
、
都
市
部
で
は
自
然

豊
か
な
里
山
で
の
生
活
を
望
む
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

空
家
と
移
住
希
望
者
を
結
び
つ
け
て
人

口
増
と
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目

的
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
人
が
常

駐
し
ま
す
。
う
ち
２
人
は
空
き
家
調
査

や
個
別
の
移
住
あ
っ
せ
ん
を
担
当
し
、

残
り
１
人
は
子
ど
も
や
高
齢
者
向
け
の

ア
ー
ト
教
室
や
地
域
歴
史
文
化
の
掘
り

起
し
な
ど
、
文
化
を
切
り
口
に
し
た
地

域
活
性
化
を
手
が
け
ま
す
。
◆
こ
の
よ

う
な
本
格
的
な
現
地
体
制
化
は
珍
し
い

こ
と
か
ら
、
先
日
の
開
所
式
で
は
テ
レ

ビ
新
聞
各
社
か
ら
取
材
を
受
け
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
閉
校
後
２
年
間
、
人
影

の
絶
え
た
校
舎
に
灯
が
と
も
り
、
若
い

ス
タ
ッ
フ
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
校
舎
に
旗
が
揚
が
る
と
気
持
ち

が
明
る
い
」
と
住
民
の
方
が
言
わ
れ
ま

し
た
。
校
舎
自
体
は
単
な
る
箱
で
す
が
、

人
々
が
集
う
こ
と
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
活
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
義
務
教
育
の
場
、
こ
れ
か
ら
は
無

限
の
可
能
性
。
空
き
教
室
が
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
か
楽
し
み
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「第２の開校」vol.17 江頭　実

① 「iphone」「ipad」の場合
⇒ App store から
　「Android」の場合
⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストール

します。

■登録手順

②  Aurasma を起動するとチュートリア
ル画面が表示されますので、一番右
までスライドし「Skip」を押します。
真ん中下の△マークを押すと画面下
部に検索ボタンが出ますので、タッ
プして「癒しの里　菊池」と入力し
検索します。

③ 「Follow」をタップして選択します。
（選択すると Following に変わります）
画面下部中央の四角のボタンを押しま
す。

④ 「AR」のマークがある写真にスマート
フォンをかざすと動画を見ることがで
きます。

⇒菊池渓谷の写真
にかざしてみてく
ださい。画面をダ
ブルタップすると
写真からスマホを
離しても見ること
ができます。

広報写真が動き出す！？最先端の不思議体験

動画の視聴方法

申込フォーム

８月２日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

林歯科医院 菊池市 0968(24)4182

８月９日
㈰

郷胃腸科内科クリニック
（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

高江バス亭前薬局 菊池市 0968（38）0701

緒方歯科医院 菊陽町 096(232)4315

８月16日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

栄町薬局 菊池市 0968（23）3455

みよし歯科クリニック 合志市 096(242)1515

８月23日
㈰

野沢内科医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

牧診療所（内・胃） 菊池市 0968（25）2317

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

永野歯科医院 合志市 096（343）0701

８月30日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

菊陽中部クリニック（旧：古川医院）
（内） 菊陽町 096（232）1566

緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 096（248）8181

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

橋本歯科医院 菊池市 0968（38）6018

９月６日
㈰

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

あくね歯科医院 合志市 096（242）6480

９月13日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

はるの歯科クリニック 合志市 096（338）8100

９月20日
㈰

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
☎ 0968(25)3300 でご確認ください。魚

うお
住
ずみ

　芽
めい

加
か

ちゃん
（１歳○菊　北原）
父： 篤嗣さん　母： 聡美さん

ほ
の
か
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡
♡
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
！
H26年
８月12日
生まれ

高
たか

木
き

　蓮
れん

虎
と

くん
（３歳○菊　大琳寺）
父： 伸明さん　母： 有加さん

パ
パ
、マ
マ
、

れ
お
ち
ゃ
ん
、

だ
ー
い
す
き
♡

H24年
８月23日
生まれ

宮
みや

本
もと

　羽
わ

奏
かな

ちゃん
（２歳○菊　高野瀬）
父： 和茂さん　母： 千秋さん

音
羽
お
姉
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
沢
山
遊

ぼ
う
ね
♡
ダ
イ
ス
キ

H25年
８月13日
生まれ

石
いし

阪
ざか

　颯
そう

大
た

くん
（１歳○七　西郷従業員住宅）
父： 一行さん　母： 晴香さん

H26年
８月14日
生まれ

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
ね
♡

安
やす

武
たけ

　心
しん

くん
（２歳○旭　伊萩）
父： 稔明さん　母： 香織さん

お
兄
ち
ゃ
ん
、

ま
た
サ
ッ
カ
ー

教
え
て
ね
！

H25年
８月４日
生まれ

清
きよ

本
もと

　絃
げん

太
た

くん
（１歳○菊　藤田）
父： 誠さん　母： 悠希子さん

ご
は
ん
大
好
き
！

も
り
も
り
食
べ
て

大
き
く
な
る
よ
！

H26年
８月28日
生まれ

工
く

藤
どう

　秀
しゅう

介
すけ

くん
（１歳○泗　三万田）
父： 竜介さん　母： 香織さん

ゆ
う
だ
い
兄
ち
ゃ
ん

こ
う
だ
い
兄
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

H26年
８月５日
生まれ

稲
いな

葉
ば

　蒼
そう

駿
しゅん

くん
（２歳○旭　高柳）
父： 修さん　母： 綾さん

H25年
８月20日
生まれ

絵
本
と
動
物
が

大
好
き
だ
よ

千
ち

原
はら

　朝
あさ

日
ひ

くん
（２歳○菊　東原）
父： 康弘さん　母： 幸子さん

遊
ん
で
く
れ
る
み
ん

な
あ
り
が
と
♡
プ
ー

ル
遊
び
楽
し
み
～
♪

H25年
８月13日
生まれ

栃
とち

原
はら

　瑛
えい

愛
と

くん
（１歳○七　間所）
父： 英志さん　母： 真由美さん

H26年
８月10日
生まれ

り
ー
ち
ゃ
ん
♡
あ
い

ち
ゃ
ん
♡
保
育
園

一
緒
に
行
こ
う
ね

山
やま

田
だ

　胡
く る み

桃ちゃん
（２歳○菊　雪野）
父： 健介さん　母： 愛枝さん

菊
池
に
き
て
１
年
た

ち
ま
し
た
！
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
♡

H25年
８月16日
生まれ

斉
さい

藤
とう

　琉
りゅう

河
が

くん

私たちは
ね
ぇ
ね
、に
ぃ
に
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

H26年
８月23日
生まれ

双 子

斉
さい

藤
とう

　瑠
る

夏
か

ちゃん
（１歳○旭　九の峰）
父： 誉尚さん　母： 美香さん

上
手
に「
ハ
～
イ
♡
」

と
お
返
事
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

H26年
８月23日
生まれ
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